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事業内容

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

担当部課名 健康づくり課
事業実施

（予定）年度 平成24～33年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

3,208

実施方法

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

B．執行済額 1,715

A．計(b+d) 2,103

(d)繰越額 -

1,330 1,736 2,776 2,824

次年度繰越額 -

うち交付金充当額 1,372

-

705

-

執行率（％）(B/A) 81.6%86.8%

交通費支援

８４０回 ６０件

実　績 ３３４回 ４８件
４８件

３７７回

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

25年度 26年度 27年度 28年度

目　標 ５０人

達
成
状
況
説
明

３４人

目　標 ４００日

実　績

実　績 ４２９日 １２件
２６件

５４９日

28年度

妊婦の経済的な負担軽減を図ることがおおむねできたと考える。
周知徹底を行っているが、利用を必要とされない方もおり、活動目標の５０人が達成できていない。
今後は多くの妊婦が活用できるよう、周知や説明等の活動を充実させていきたい。

宿泊費支援

５０人

H28成果目標（指標） 26年度 27年度

２０件
４００日

882 1,670 1,563 2,451

66.3%

５０件
３５０回

２０人

　不用額については、毎年度妊婦及び申請数は安定するものではなく、今年度は昨年度に比べ申請等が少なかったこと
もあり、予算過不足があったと考えられる。

妊娠中の母子に安
心できる環境の確

保

１８人

成果目標
（指標）

及び進捗状況

予算の状況の説明

１８人

目標値
（　年度）

２０人

進
捗
状
況
説
明

周知徹底を行っているところではあるが、利用を必要とされない方もおり、成果目標の５０人に達することができなかった。
今後も、母子手帳交付時に説明を行っているが、転入者等にも周知や説明等を徹底していきたい。

宿泊費支援20人
（基準年度 平成26年度：12名）

目　標

基準値
（　年度）

実　績

目　標

３４人

交通費支援50人
（基準年度 平成26年度：48人）

(b)予算現額

- -

2,103

－

２５件

(a)当初予算額

1,330 1,736 2,776 2,824

-

2,374 2,901 3,300 2,403

421▲ 1,044 ▲ 524 ▲ 1,105(c)増減額(b-a)

1,336 1,250 1,960

目標達成

▲ 1,165

96.2% 56.3%

- -

 　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

Ⅲ-４

　妊婦が安心して出産が迎えられるよう、妊婦健康検診受診時の船舶及び航空機運賃並びに出産待機宿泊費
について支援し、経済的負担軽減を図る。

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－２－（２）－イ

子育てセーフティネットの充実

１-① 妊婦支援事業



妊婦　１８人

１，１６４千円

妊婦　３４人

５５１千円
負担金、補助金

及び交付金

１，７１５千円

竹富町

１，７１５千円
→

→

→

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・宿泊費について、交付対象が３６週以降となっているので周期の確認を徹
底していきたい。
・３６週以前に出産し待機宿泊する妊婦は対象から外れているが、子が未熟
児である場合、母親と一緒に退院できない場合がある。先に退院した母親は
宿泊施設に滞在しながら病院に通うことになり、経済的、肉体的、精神的に
も大きな負担となっている。

・宿泊費補助について、申請された領収書等から平均額が見込みより高いこ
とから、今後宿泊費の増額を検討する。

市町村
負担金

総事業費

388

今後の取り組み方針

・転入した妊婦の方等にへの事業の周知徹底。
・妊娠出産に係る経済的負担の軽減が図られることから、今後も事業を継続する。
早期出産した妊婦に対する宿泊費補助についても検討していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

343

妊婦待機宿泊費補助　１８人

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

－ 支出先の選定方法は妥当か。
・予算規模については、例年の平均的な妊婦数により積算し
ているため適正規模と考える。
・受益者の負担は
・費目・使途については、事業目的達成の観点から必要なの
か額の額の確定時において支出に関する書類において確
認。適正である。

○

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

○

2,103

受益者との負担関係は妥当であるか。

1,715 1,372

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

妊婦健診運賃補助　３４人



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

事業内容

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

担当部課名

健康診査用機材搬送事業

健康づくり課
事業実施

（予定）年度 平成26～33年度

(c)増減額(b-a)

(b)予算現額

(a)当初予算額

実施方法

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

予
算
の
状
況

執行率（％）(B/A)

次年度繰越額

うち交付金充当額

B．執行済額

A．計(b+d)

(d)繰越額

予算の状況の説明 委託業務内訳に細かな費用(燃料費等)の増加はあったものの、適切な予算措置を実行できた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

検診機材搬送年3回実施
（検診3回×5島6地区=18件）

29年度

目　標

実　績

目　標

実　績

１８件

実　績

１，７００人

達
成
状
況
説
明

・住民健診、婦人がん検診、胃がん検診実地時に、石垣島より町内各島を経由し検診機材を貨物船にて運搬した。

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）

３検診の総受診者数　1,700人
目　標 １,７００名 １,６００名

【参考指標】
　
　　基準年度 平成26年度：1,645人

目　標

１,１８７名 ２，０７０名 １，９５１人

目標値
（　年度）

１８件 １８件

実　績

１８件 １８件 １８件

26年度

99.9%

—

26年度 27年度 28年度

100.0% 100.0%

- 0 -

3,007

3,759 3,892

進
捗
状
況
説
明

・事業実地により、多数の各島住民が住民健診を受けることができ、健康増進及び経済的負担を減らすことができた。今後も受信者の更
なる増加を目指す。受診者数（住民健診１，３９５名・婦人がん検診３３３名・胃がん検診２２３名）

成果目標
（指標）

及び進捗状況

27年度 28年度

0 -

3,569 3,892

2,854

3,763

3,568

3,113

30年度

143 ▲ 271 52

3,763 3,569 3,892

 　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

3,620 3,840 3,840

26年度 27年度 28年度 29年度

沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-９

　集団検診（住民健診・胃がん検診・婦人がん検診）時における検診車の海上輸送運賃の負担軽減を行い、健康
診査受診の促進を図る。

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（１１）－イ

離島における定住条件の整備

１-②



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・住民の健康増進の為の住民健診、婦人がん検診、胃がん検診に活用でき
ており、大きな問題点はないが、各検診において昨年度の受診実績と比べ
て受診率が低い状態である。

・各検診の受診率を上げる為にも、更なる周知徹底及び地域公民館との連
携が必要と考える。

今後の取り組み方針

町民の健康増進に寄与する事業であることから、地域公民館と更に連携を図り、今後も事業を継続実地する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

3,892 3,892 3,113 779 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ・委託業者とは随意契約を行っているが、他社においては定
期運行等があり検診日程に合わせての運行はできない状況
であり、大型貨物でしか対応できない。契約は妥当であると
考える。
・予算規模も大きな価格変更はなく、適正な規模であったと
いえる。
・費目・使途は検査により確認されている。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

検診車等の機材搬入

住民健診
婦人がん検診
胃がん検診
（５島６地区）

使用料及び
賃借料

３，８９２千円

竹富町

３，８９２千円

沖縄県農業共同組合

３，８９２千円
→→



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

実施方法

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

 　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

　26年度 　27年度

3,000 7,120

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

担当部課名 介護福祉課
事業実施

（予定）年度 平成26～28年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－１－（７）－ウ

人間優先のまちづくり

１-③ 竹富町お出かけサポートモデル事業

事業内容

予
算
の
状
況

(c)増減額(b-a)

(b)予算現額

Ⅲ-４

　高齢者及び障害者等の外出機会増加による、自立生活助長を図るため、お出かけサポートモデル事業を西表
島西部及び東部地区にて実施する。

(a)当初予算額 5,000 3,000

　28年度 　29年度 　30年度

5,000

A．計(b+d)

(d)繰越額

送迎実施 送迎実施

H28活動目標（指標）

達成状況

26年度

8,500

予算の状況の説明
今年度は新規地区に管理運営委託業者を配置（西表島東部地区）することができたが、地域説明会等開催日程調整に
時間を要し、当初見込だ人数の職員を派遣できず、不用額が発生する結果となった。

0 0 ▲ 1,380

5,000 3,000

29年度

目標値
（　年度）

達
成
状
況
説
明

今年度は西表島西部地区に引き続き、東部地区へも事業を開始することができた。が、管理運営委託業者の選定に時間を
要し開始時期が遅れてしまったものの、利用登録者３６名を登録できた。
利用者からの苦情や要望等のご意見が挙がらなかったことから本年度はアンケート調査を見送った。

実施完了

アンケート調査実施による
利用状況等の把握

送迎サービス西表島西部地区
及び東部地区

基準値
（　年度）

26年度 27年度

実　績 ３名 ３７２名

活動目標
（指標）

及び達成状況

28年度

－ - -

実　績

7,120

目　標 １２０名 ５００人 ５００人

実施完了

目　標

利用料金及び
利用状況把握

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）

B．執行済額 3,955 3,000 6,947

実施完了

27年度 28年度

1人当たり
利用料1回100円
年間平均8回利用

利用状況
把握

１人当たり年間
平均９回利用

年間利用者数見込み：延べ人数５００人

４２２名

実　績

・本格運行に向けた利用料金及び利用状
況の把握。

目　標

進
捗
状
況
説
明

今年度は西表島西部地区に引き続き、東部地区へも管理運営委託業務を開始し、現在の登録者数は89名となっている。28
年度は　年間利用者数84％と目標に16％とどかなかったものの着実に利用者数は伸びている。なおいっそうの利用環境の
整備、広報周知に努める。

うち交付金充当額 3,164 2,400 5,557

次年度繰越額 - - -

目　標 送迎実施

実施 実施

実　績 １０件 未実施

執行率（％）(B/A) 79.1% 100.0% 97.6%

・サービス提供エリアの拡張。

目　標
サービス
エリア拡

張

実　績
西表東部地区

新規実施



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　通院等で近隣市病院に渡航の際、天候不良により地区外の港発着になっ
た　場合、送迎に往復2時間の時間を要する為、他の利用者のサービスの低
下や　最終便等の送迎対応に委託業者の勤務時間外等の負担がある。

　天候不良等の地区外発着に係る港送迎は、それぞれの地区港より出発す
る船会社の無料ﾊﾞｽを利用してもらうことで利用者に理解を求め、委託業者
の送迎は自宅からそれぞれの港までとする。

173

今後の取り組み方針

　引き続き周知広報に努め、委託業者との情報交換、連携を図りつつ登録者数、利用回数増に努める。
　また、利用者アンケートを実施し利用しやすい環境整備を図ると共に送迎エリアの拡大等を検討する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

交付対象
事業費

竹富町
７，１２０円

特別養護老人ホーム
南風見苑

３，０００千円

→ →
陸運総合株式会社

３，６９７千円
備品購入費
３，６９７千円

委託料
３，０００千円

委託料
２５０千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○

受益者との負担関係は妥当であるか。

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－

7,120 6,947 5,557 1,390

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

支出先の選定方法は妥当か。 ・委託事業者は、実績、知識等を勘案し、規則に沿って選定
しており、妥当であった。
・見積書により予算積算は適正規模であった。
・費目、使途については事業目的達成の観点から必要経費
であるのか額の確定時において支出等に関する書類を検
査、適正であった。

○

｛　車両購入　｝

→ → →

→

共同作業所
スオウの木
２５０千円

｛　管理理運営委託業務　｝



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

１－④ 竹富町民等船賃負担軽減事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（１１）－ア

交通・生活コストの低減

商工観光課
事業実施

（予定）年度 平成27～33年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ－９

　島々を結ぶ高速船の船賃をJR料金並みにすることで、竹富町民等の交通費に要していた負担を軽減すると
共に、生活の利便性を高める。

 　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　■負担　　　　　□その他　（　　　）

　27年度 　28年度 　29年度 　30年度 　31年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 57,400 88,638

(b)予算現額 69,600 108,696

(c)増減額(b-a) 12,200 20,058

(d)繰越額 － -

A．計(b+d) 69,600 108,696

B．執行済額 58,668

進
捗
状
況
説
明

本事業も事業開始から約１年が経過したこともあり、利用方法などが地域住民等にも浸透し始め、本年度実績は平成26年度の基準
値より63%の増加となる利用者数であり、目標を上回る結果になったと思われる。

93,574

うち交付金充当額 46,934 74,858

次年度繰越額 - -

84.3% 86.1%

船賃の負担にかかる実績精査に時間を要するため、2月末日までを交付金対象とし、3月分は単費で対応している。
3月までの支出は102,277千円であり、執行率は94.0％となるため、適切に予算執行していると考える。

地域住民等の高速船船賃の一部支援

実　績 町民等の船賃の支援 船賃の一部支援

実　績 95,762人 145,338人

目　標
町民等の船賃

の支援
船賃の一部支援

実　績

【参考指標】
目　標

目標値
（　年度）

対象航路の利用者数の増加
89,407人（基準年度H26）→125,200人
（40％増）

目　標 89,407人 93,400人 125,200人

達
成
状
況
説
明

町民の負担となっている船賃の一部支援を行い、負担軽減および生活の利便性向上へ繋がった。
利用者人数延べ145,338人となっている。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）
基準値

（　26年度）
27年度 28年度 29年度

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

目　標

27年度 28年度 29年度 30年度

実　績

実施方法

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

事業内容

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

担当部課名

予算の状況の説明

執行率（％）(B/A)



　

○支出先は、町内に航路を有する全ての船会社であり、妥当といえる。
○申請数等が不確定な部分があるため、予算規模を左右されるが、今後
は実績等も踏まえて、適正な予算規模を見極める必要があるとされる。
○料金設定をＪＲ料金並みとしてるため、町民の利便性、公平性からも妥
当といえる。
○費目、使途については、町民の船賃負担軽減に必要なものに限定され
ていた。

△ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

竹富町
93,574千円

93,574 93,574 74,858 18,716 0

市町村
負担金

今後の取り組み方針

　業務円滑化、地域住民等の利便性向上を図るため、システムの導入など新体制構築を検討する。
　また、支援の幅を広げるため、平成29年度より島間航路を試験的に追加する。実証的な内容のため、本交付金を活用せず単費で対応するが、反響等を鑑み
事業に導入したいと考える。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

沖縄県による「沖縄離島住民等交通コスト負担軽減事業」と連携を図って
いるため、検査等についても合同で行っている。
消費税増税や燃油等の価格変動など社会的な情勢に伴い、船賃の増減
が予想されるため、今後も柔軟な対応が必要とされる。

本事業を活用する際には、町民は紙ベースにて申請を行っているが、システ
ムを導入することで、町民の更なる利便性の向上と検査等にかかる時間の
短縮に繋がることが考えられる。島間航路への適用については、平成29年度
以降に追加予定。

有限会社安栄観光 
43,167千円 

石垣島ドリーム観光株式会社 
5,099千円 

八重山観光フェリー株式会社 
45,137千円 

有限会社船浮海運 
171千円 

負担金 
93,574千円 

住民等船賃軽減事
業負担金 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( )

予算の状況の説明
　当初予定していた業務以外に、実施設計業務を追加した事によって、予算額が増となった。
　なお、入札等により生じた不用額は減額補正を行い、適切な予算執行を行った。

複合型福祉施設基本設計委託業務(波照
間)

目　標 業務実施

実　績 業務完了

目　標

実　績 計画策定完了

28年度 29年度 30年度 31年度

計画策定実施

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0%

4地区分（西表島2地区・竹富島・黒島）の
複合型福祉施設整備基本計画策定業務

実　績 設計完了

進
捗
状
況
説
明

波照間地区においては実施設計に向けた取り組みとして具体的な施設整備案の決定に向け推進していく。その他６地区に
ついては基本設計を推進し、施設整備に関わる住民ニーズ調査のアンケート結果を精査し反映させる。建設用地確保に向け
た取り組みや地域の実情を踏まえた多様な運営主体の検討を進めることが急務となっている。

うち交付金充当額 7,171 16,441

波照間地区複合型福祉施設基本設計の完
了

B．執行済額 8,964 20,553

目　標

H28活動目標（指標）

達成状況

-

目　標 設計完了

計画策定

-

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）
30年度

目標値
（　年度）

達
成
状
況
説
明

複合型福祉施設整備計画の本町７地区のうち３地区（波照間島、小浜島、西表島上原）は２７年度で計画策定を終え、残り４
地区（西表島東部、西表（祖納・干立・白浜）地区、竹富島、黒島）の基本計画の策定と波照間島の基本設計委託業務を完了
した。複合型福祉施設は地域における保育・教育環境の充実を図るばかりではなく、計画策定前から最終計画案まで、住民
懇談会を開催し住民意向を反映した。また複合型福祉施設整備に関わる住民ニーズ調査を実施した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

(a)当初予算額 9,500

28年度 29年度

実　績 計画策定完了

次年度繰越額

西表島（東部・西表）、竹富島、黒島地区複
合型福祉施設整備基本計画の策定完了

A．計(b+d) 8,964 20,553

予
算
の
状
況

(c)増減額(b-a)

(b)予算現額

(d)繰越額 － -

20,553

▲ 536 2,853

8,964

17,700

 　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

　27年度 　28年度 　29年度 　30年度 　31年度

平成27～33年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-４

　本町での、質の高い幼児期の学校教育・保育及び地域の子ども・子育て支援事業と、各地区の高齢者等を対
象とした介護予防等の活動拠点となる福祉施設を竹富町各地区へ整備する。

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－２－（２）－イ

子育てセーフティネットの充実

１－⑤ 複合型福祉施設整備事業

実施方法

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

事業内容

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

担当部課名 介護福祉課
事業実施

（予定）年度



委託料
８４３千円

有限会社甚企画
８４３千円

複合型福祉施設整備に伴う
小浜島地域測量委託業務

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

竹富町
２０，５５３千円

基本計画策定業務
竹富島・黒島・西表島東部・西表（祖納・干立・白浜）

委託料
１４，９５８千円

株式会社沖縄計画機構
１４，９５８千円

委託料
４，７５２千円

株式会社沖縄計画機構
４，７５２千円

波照間地域複合型福祉施設整備に関わる
実施計画　（一部基本設計）策定業務

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ ○委託事業者は指名競争入札で選定しており、妥当であっ
たと考えている。
○業務追加により、予算額が増加したが、適切な予算執行
であった。
○費目、使途については精算段階で検査を実施しており、目
的に即し必要なものであったと判断した。

支出先の選定方法は妥当か。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

-

20,553 20,553 16,441 4,112 0

今後の取り組み方針

策定された基本計画を基礎とし、７地区（波照間島・小浜島・西表島上原・西表東部・西表〔祖納、干立、白浜〕・竹富島・黒島）の複合型福祉施設の整備を順次進
めていくため、各地域における持続可能性のある事業展開に向けた具体的な施設機能の在り方を検討する。さらに施設の安定的な運営を図るため、教育委員会
等との連携や多様な事業運営手法を検討する。また、介護保険制度等に基づき地域を主体とした地域包括ケアの構築等を念頭に多様な運営主体を視野に入れ
指定管理者制度等を活用した施設管理運営方針のとりまとめるための取り組みを継続的に実施し、地域に暮らす人々が、必要とする行政サービスを享受し、安
心して暮らしていくために多様な主体が連携した地域づくりをめざし施設整備を推進する。

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化）

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

○一町多島で構成される本町においては、地域に整備する複合型福祉施設
を広域的に利用することが困難であることから、地域完結型の施設利用や運
営が求められる。
○こうした地理的条件や地域資源（人的資源の不足）によるサービス提供基
盤については、地域の実情を踏まえた個別サービスの創設と提供体制の検
討や必要な人員（教育・保育及び福祉人材の適正配置）に向けた展望と計
画的な配置に向けた全庁的な取り組みの検討が必要である。
○また、施設整備においては、持続可能性のある事業の推進と施設の安定
的な運営が必須の要件となることから、多様な主体を視野に入れた施設運
営方針を具体的に定めた施設運営・採算面に対する具体策の検討が課題と
なっている。

○各地域における複合型福祉施設の整備は、各地域における利用規模の
想定等を踏まえた規模の施設を整備するものとし、地域を主体とした多様な
運営形態の検討を進め、基本計画に基づく事業展開が可能となるように実施
設計につなげる取り組みをすすめる。
○建設用地については、災害時における対応、周辺環境等に配慮した敵地
選定を行う。また、用地確保については進捗状況で記述したように土地の権
利関係等に十分確認しつつ確保に向けた取り組みを進める。

改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 １－⑥ 竹富町情報化計画策定事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－３－（３）－エ

情報通信基盤の整備

担当部課名 企画財政課
事業実施

（予定）年度 平成２８年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ－６

事業内容

　採算性の問題から民間通信事業者による超高速通信サービスが進展しない本町において、地理的不利益性
の克服と行政・教育・医療及び産業等の活性化を図るため、県事業「沖縄県離島地区情報通信基盤整備推進事
業」と本町ネットワーク回線との接続を見据えた情報化行政に必要な基本計画の策定に取り組む。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　28年度 　29年度 　30年度 　31年度 　32年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 10,615

(b)予算現額 9,990

(c)増減額(b-a) ▲ 625

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 9,990

B．執行済額 9,990

うち交付金充当額 7,992

次年度繰越額 -

執行率（％）(B/A) 100.0%

予算の状況の説明
予算減額は公募型プロポーザルを実施した結果による委託契約額であり、予算執行率は１００％のため適切な予算執
行であったと考える。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

28年度 29年度 30年度 31年度

情報化計画の検討

目　標 検討の実施

実　績 検討の実施

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

全世帯向け町民アンケート、各業界における事業者ヒアリング、庁内関係部局ヒアリング等を行い、策定委員会での決定を
受けて策定完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）
28年度 29年度 30年度

目標値
（　年度）

情報化計画の策定完了

目　標
計画の策定

完了

実　績 計画の策定完了

【参考指標】
目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

策定した情報化計画を根拠として、沖縄県が計画する超高速ブロードバンド整備について調整を行った。町内の整備時期が平成28～32
年度と定まったので、県事業実施の支援を行い、完成を見据えた情報化施策を展開していく。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　沖縄県超高速ブロードバンド環境整備促進事業では平成28年から５年計
画で県内全域（離島･北部地域）を整備する計画であったが、初年度である
今年は台風被害や熊本震災の復旧に県内通信事業者が復旧協力に向かう
必要があったため、整備全体計画への影響が懸念される。

　町内に算入する意向のあるプロバイダーの調査や、県事業対象が未定で
ある町内地域での整備方法について検討を行い、町内の基盤整備が早期完
了できるよう取り組む。

今後の取り組み方針

　超高速ブロードバンドサービスを早期に提供できるよう沖縄県と連携するとともに、加入率向上のため情報化施策を展開し利用促進を図る。
　【施策例】・安心して子育てや健康増進を図れるICT環境の構築（各種健診や福祉サービス等の申請手続き、遠隔医療などの検討・導入）
　　　　　　　・ＩＣＴを活用した就業環境の構築（農作物等の生産管理・情報電子化や主幹産業の町外への情報発信、遠隔勤務等の新たな就業形態の発掘）など

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

9,990 9,990 7,992 1,998 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ・公募型プロポーザルによる業者選定であるため、妥当で
あった。
・プロポーザルによる予算残であり、事業内容に見合った規
模であった。
・支出額の確定時に、事業目的に必要な費目・使途に精査し
た。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

竹富町 
9,990千円 

 

委託料 
9,990千円 

㈱情報通信総合研究所 
9,990千円 情報化計画 

策定支援業務 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

平成28年7月より登録店舗にて実施。価格低減の実感に地域差や個人差があり、全町民への支援（還元）ができていない。

実　績

価格の低減

【参考指標】
目　標

目標値
（　年度）

食品及び日用品の価格の低減

目　標 価格の低減

実　績

達
成
状
況
説
明

対象離島のうち事業に参加登録していただいた店舗にて実施した。本事業により価格低減の実感を得られた地域（店舗）も
あったが、多くは実感がなく全町民への支援（還元）ができない状況があった。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）
28年度 29年度 30年度

目　標

実　績

目　標
食品及び日用品輸

送費の支援

実　績
食品及び日用品輸送

費の支援

予算の状況の説明
対象離島の中で事業に参加しない店舗もあり、当初見込んでいた輸送費が予想より大幅に少なく、減額補正を行った。
輸送費の負担にかかる実績精査に時間を要するため、2月末日までを交付金対象とし、3月分は単費で対応している。
3月までの支出は6,497千円であり、執行率は79.7％となる。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

28年度 29年度 30年度 31年度

食品及び日用品輸送費の支援

執行率（％）(B/A) 70.4%

次年度繰越額 -

うち交付金充当額 4,587

B．執行済額 5,735

A．計(b+d) 8,148

(d)繰越額 －

(c)増減額(b-a) ▲ 28,515

(b)予算現額 8,148

(a)当初予算額 36,663

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　28年度 　29年度 　30年度 　31年度 　32年度

予
算
の
状
況

商工観光課
事業実施

（予定）年度 平成２８年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-９

事業内容
　沖縄本島及び八重山の経済圏域である石垣市から本町の各島々へ輸送される住民が生活するうえで通常必
要とするものの輸送経費を支援し、本町における食品・日用品の価格を低減する。

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 １－⑧ 離島食品・日用品輸送費等支援実証事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－３－（１１）－イ

離島における定住条件の整備

担当部課名



・町内へ食品・日用品の輸送を行う航路事業者が支出先で
あるため妥当である。
・実証事業として事業初年度であったため、ある程度の事業
費を見込んでいたが、予算額と大きく開きを生じてしまった。
・費目・使途については例月で精査を行っていたため、目的
に即し、必要な支出であったと判断する。

△ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

5,735 5,735 4,587 1,148 0

今後の取り組み方針

　毎月、対象商品と伝票の仕分け、実績報告など船会社の事務作業負担が大きい。
　また、未登録の店舗もあり、一部の町民にしか浸透していなかった。
　竹富町は平成28年度で本事業を終了するが、今後は離島住民の割高な生活コスト低減のため、全ての町民へ支援が行き届く仕組みを検討したい。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　一町多島の竹富町において、店舗が存在しない島があり、全ての町民へ
の支援（還元）が行き届かず、公平性の問題・島間の格差等が生じていた。
　また、島嶼性のある本町では、各島各店舗において補助した輸送費分が
販売価格にしっかり反映されているのかを効率よく把握することが難しいとさ
れる。

　価格が低減される商品や金額の判断が、各店舗に委ねられているため、幅
があり統一した実感が得にくい。
　事業効果検証のためには各島への調査人員の確保等が必要とされる。

有限会社安栄観光 
3,407千円 

石垣島ドリーム観光株式会社 
777千円 

八重山観光フェリー株式会社 
1,551千円 

竹富町 
5,735千円 

輸送費（県・町 各１／２補助） 

補助金 
5,735千円 

食品・日用品輸送
費等補助金 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 １－⑨ 竹富町緊急車両（消防車）導入事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－２－（４）－イ

担当部課名 総務課
事業実施

（予定）年度 平成２８年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

事業内容

　本町内にて発生する火災等の災害への消防団の防災対応力強化を図るため緊急車両（消防車）を導入する。
災害時の早急な対応及び被害拡大抑制等のため、本町の実情に合った装備の車両を配備することにより、地域
住民の生活向上と、今後さらに増加する観光入域者の安全・安心な観光環境の整備を図る。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

社会リスクセーフティネットの確
立

Ⅲ-１０-（２）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　28年度 　29年度 　30年度 　31年度

(d)繰越額

　32年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 40,000

(b)予算現額 33,480

(c)増減額(b-a) ▲ 6,520

－

A．計(b+d) 33,480

B．執行済額 33,480

うち交付金充当額 26,784

次年度繰越額 -

執行率（％）(B/A) 100.0%

予算の状況の説明 入札残に伴い不用額を減額し、適切な予算措置で事業執行できた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

28年度 29年度 30年度 31年度

緊急車両（消防車）の導入実施

目　標 導入実施

実　績 導入完了

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

仕様書のとおり、緊急車両（消防車）を西表島大原地区へ導入できた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）
28年度 29年度 30年度

目標値
（　年度）

緊急車両（消防車）の１台導入完了

目　標 導入完了

実　績 導入完了

【参考指標】
目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

緊急車両（消防車）を西表島大原地区に導入することにより、消防団の消防意識及び地域防災力の向上を図ることができ、地域住民及
び西表島を訪れる観光客等の安全・安心な地域環境の整備を図ることが期待できる。



市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　車両購入の事務手続きにおいては、些末な問題等は発生しなかった。
　購入後の車両使用時において、ポンプ操作装置がタッチパネル式となって
おり、ポンプ操作が多少複雑になっているため消防団員によって習得度にバ
ラつきがあることが発覚した。

　導入業者又は石垣市消防本部の消防隊員を招き、ポンプ操作説明会を行
い、ポンプ操作の習得を図ることが必要である。

今後の取り組み方針

　消防団員がポンプ操作を正しく習得し、放水訓練等を繰り返すことにより、地域防災力の向上及び消防団の強化を推進していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

33,480 33,480 26,784 6,696 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

竹富町
33,480千円

備品購入費
33,480千円

株式会社オカノ
33,480千円

支出先の選定方法は妥当か。 ○本町は備品購入は入札に付することができないため、見
積入札に付した。選定は妥当と考える。
○不用額は出たものの、消防器具等のオプション整備にお
いて必要経費を計上したものであり、予算規模は適正であっ
たと考える。
○費目・使途については事業目的達成のために必要なもの
の購入を行っているので、正しかったと考える。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－

緊急車両（消防車）導入



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

100.0%

当初計画していた事業内容は全て実施し、入札により生じた不用額は減額補正にて適切な予算執行を実施した。

次年度繰越額 -

99.9%

-

執行率（％）(B/A) 100.0% 97.4% 98.1%

予算の状況の説明

施設管理倉庫の整備

目　標
施設管理倉庫

の整備

30年度

100%達成69％達成

85,240 9,244106,909

- - -

平成24年～28年
度

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

106,932

沖縄振興基本方針
該当箇所

120,000

136,157

　旧太陽の村（観光施設）跡地の公園整備を実施し、優れた景観を活かした新たな観光スポットを形成し地域振
興を図る。

26年度 27年度　24年度 25年度

131,999106,678

沖縄の魅力や優位性を活かした
新たな産業の創出

予
算
の
状
況 0 -

11,556

42,324

建設課

50,883

A．計(b+d)

28年度

成果目標
（指標）

及び進捗状況

27年度 28年度

公園等整備工
事実施
６９％

11,556106,550

進
捗
状
況
説
明

・平成27年度までに「集いの広場ゾーン、子供広場ゾーン」等の整備が完了していることから、平成28年7月供用開始をし始めており、施
設管理倉庫の整備は平成28年度内で完了をしている。

(c)増減額(b-a) ▲ 47▲ 13,068

(b)予算現額 106,631

▲ 8,559 ▲ 8,6594,158

136,157

0

42,324

42,324 106,932 106,631

0 0

【参考指標】
目　標

施設管理倉庫の整備完了
【公園等整備工事完了（整備率：100％）】

実　績

目　標

95%達成

達
成
状
況
説
明

　公園整備計画の施設管理倉庫の整備等、計画の通りに整備出来た。

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度

実　績

実　績

目標値
（　年度）

公園等整備
工事完了
１００％

公園等整備工
事実施
１００％

目　標

B．執行済額

33,850 83,347

104,184 133,637

実　績
施設管理倉庫

の整備

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

28年度 29年度

うなり崎公園整備事業

事業実施
（予定）年度

 　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

Ⅲ－１－(１)

31年度

うち交付金充当額

20,215

11,556

(d)繰越額

(a)当初予算額

実施方法

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

事業内容

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

担当部課名

　第３章-３－(６)－ア
2-①



受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○工事業者は指名競争入札で選定しており、妥当であったと
考えている。
○予算規模は適正であったと考える。
○費目、使途については事業目的達成の観点から必要なも
のか等について額の確定時において支出等に関する書類に
より確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

—

11,556 11,556 9,244 2,312 0

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

今後の取り組み方針

平成28年７月から供用が開始されている。公園利用者は主に近隣の住民であるが、今後は観光関連事業者等にも啓発を行い多くの方に利用して頂けるよう取り
組み、また、公園内の維持管理に関しては地元団体等に管理委託し適正な維持管理を行う。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

平成28年6月に竹富町立公園の設置及び管理に関する条例を制定し、７月
から供用を開始し、本年度において、施設管理倉庫の整備も完了した。

平成28年７月から供用を開始し、公園内の維持管理に使用する機具等を保
管する施設管理倉庫も完了していることから、適正な維持管理を行う。

竹富町 
11,556千円 

工事請負費 
11,556千円 

有限会社上原建設 
11,556千円 

うなり崎公園管理倉庫建築工事 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

実施方法

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

事業内容

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

担当部課名 平成26～29年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ－１－(１)

　本町の滞在型観光を促進することを目的とした誘客宣伝活動及び受け入れ体制の強化・整備を実施する。

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

　第３章-３－(２)－ウ

観光客の受入体制の整備

２-② 観光誘客・受入対策事業

商工観光課

　26年度 　27年度 　28年度 　29年度 　30年度

事業実施
（予定）年度

7,922 ▲ 10,383 ▲ 1,751

43,243

 　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予
算
の
状
況

(c)増減額(b-a)

(a)当初予算額 35,321 44,248 46,058

(b)予算現額

33,865 44,307

(d)繰越額 － 0 -

28年度

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

33,865 44,307

A．計(b+d) 43,243

目標値
（　年度）

達
成
状
況
説
明

システム運用に加えて、宿泊施設同士の交流や課題共有を図る「島宿サミット」の開催する中で外部講師によるSNS有効性
の講義や、担当者による端末操作説明などを実施することができた。その結果、予約数７７件の予約成立を達成した。
また、人材育成については、星空懇親会を9か所、クレーム対応研修を3か所、西表島自然遺産研究会集中講義を3回開催。
誘客宣伝活動については、関西3回、首都圏1回、福岡1回、ダイビング関連1回を実施した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度

21事業者

B．執行済額 41,739 26,902 44,306

宿泊システムを導入した事業者数の増加
25事業者（基準年度H26年度：7事業者）

目　標 ２５事業者

実　績

うち交付金充当額 33,391 21,521 35,444

進
捗
状
況
説
明

宿泊支援システムについては、加盟事業者数を増やすことよりも現在加盟中の宿泊施設がよりシステムを活用していけるような取り組み
に注力した。
誘客宣伝活動への総来場者数は16.4万人と、目標を大きく上回った。それに対して、竹富町入域観光客数は前年度実績115万人から目
標を120万人に設定したものの平成29年度実績は107万人と前年度の7％減、目標達成率は89%となってしまった。石垣市への入域者数
は増えていることを考えると、いくつかの要因が予想される。今回の実績から、本町観光客数の実態検証が必要と思われる。

客数120万人

実　績 客数115万人 客数107万人

竹富町入域観光客数120万人
（基準年度H27年度：115万人）

目　標 客数115万人

次年度繰越額 0 0 -

26年度 27年度 28年度 29年度

誘客宣伝6か所

セミナー等開催

執行率（％）(B/A) 96.5% 79.4% 100.0%

宿泊支援システムの運用
目　標 ２０事業者 １０事業者

宿泊支援システム
の運用実施

実　績 ７事業者 １４事業者 運用・実施

予算の状況の説明
委託業務の入札残等により不用額が生じた。また、担当者の他業務多忙等により出張回数が低減したため、旅費の不
用額が生じた。これらの減額補正を行い、適切な予算執行を実施した。

誘客宣伝6会場（国内）
目　標 誘客１３箇所 誘客宣伝６箇所 誘客宣伝6会場

実　績 誘客１５箇所 誘客宣伝９箇所

実　績 講義８回 講座・講義15回
星空、接遇、保険等セミナー開催

目　標 来場数6万人 来場数8万人
来場数
8万人

観光客誘致活動来場動員数8万人
（基準年度H26年度：6万人）

目　標 講義１２回

実　績 来場数6万人 来場数8万人 来場数16.4万人



（竹富町観光誘客・受入対策事業）

（訪日外国人旅行用冊子作成業務）

（出張旅費）

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・誘客宣伝活動は、すぐに入域数増加につながるわけではなく直接的な成果
が測りずらくなっている。
・滞在型観光の推進と入域数増加は相反する部分があり、また環境保全や
住民生活環境の観点からも入域数増加が本当に必要なのかを探り検証する
必要がある。
・多島からなる本町の特性上、宿泊システムのサポートや、講座の開催の場
所と回数が人口に対して多くなり、事務上の煩雑さがある。
・石垣市と連携した多言語冊子作成のみ行ったが、急増するインバウンドに
対しての受け入れ対策は不十分であり、ターゲットも未設定のため誘客には
至らない。

・新しい切り口での誘客宣伝活動、今までと違う客層へのアプローチ、開催地
や回数の集約、宣伝広報との連動による集客の向上を狙う。
・既存の観光振興基本計画は平成25年～29年であり更新年度であるため、
次の5か年の観光振興基本計画を策定する必要がある。
・基本計画策定にあたり、各島ごとに現状の観光関連の問題や課題の整理
と共有をして、地域住民の望む観光振興の方向性を定める。
・システムのサポートや、人材育成講座開催は、そのとりまとめも含めてまか
せられるリーダー的役割を担う人材を育てれば、事務作業を効率化できる。
・上記観光振興基本計画策定、それに係る基礎調査にはインバウンドについ
ての項目を取り入れる。

今後の取り組み方針

誘客宣伝活動は、準備や実施に要する人員と労力の多さ、また成果がすぐに実数値には表れにくいため、戦略的な計画実施が望ましい。例えば、他産業との連
携や、観光大使による従来とは違う客層への集客力の活用、1都市に集中させ広報宣伝と同時進行させるなど。宿泊システム、人材育成については、効率良く継
続的な実施をする。また、平成29年度は既存の観光振興基本計画の更新年度に当たるため、次の5か年の方針を定め基本計画を策定する。基本計画の指針と
なるように、1島ごとに地域がどのような観光振興を目指すのか、課題の整理と共有、解決に向けての方向性を示すため基礎調査事業を実施する。また、急増す
るインバウンド客への受入整備や誘客ターゲット設定を明確にするため、それらの項目を各実施事業に盛り込んでいく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

44,306 44,306 35,444 8,862 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ ○委託事業者は随意契約であったが、本町の観光施策に深
く関わっており、その組織、これまでの実績、知識等を
勘案した上で選定されており、妥当であった。
○予算減額が発生したため、予算規模は改善を要する。
○費目・使途については、各活動への参加とそれに伴う経費
であり、事業目的達成の観点から、必要性、額の確定、支出
等に関する書類により確認を行い、適正であった。

支出先の選定方法は妥当か。

△ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

旅   費 
566千円 

委 託 費 
43,740千円 

㈱ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ･ﾋﾞｯｸﾞ 
3,100千円 

竹富町観光協会 
40,640千円 

竹富町 
 

44,306千円 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

実施方法

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

事業内容

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

担当部課名
Ⅲ－１－(１)

　小浜島へ訪れる数多くの観光客に安心、安全で快適な観光誘客を図っていくために、西大岳展望所への遊歩
道の整備と大型バス対応駐車場整備工事を行う。

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

　第３章-３－(１２)－ア

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

28年度 29年度 30年度 31年度

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

本年度予定していた遊歩道及び駐車場の整備を計画通り行うことができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）

目　標
【参考指標】

目標値
（　年度）

整備完了

29年度 30年度

・西大岳展望台への遊歩道100ｍ整備完了
・駐車場300㎡の整備完了

目　標

28年度

実　績

実　績 整備完了

予算の状況の説明 当初予定していた遊歩道付帯施設の変更及び入札残の不要額を減額し、予算執行を実施した。

遊歩道100m、駐車場300㎡の整備工事

目　標 工事実施

実　績 工事実施

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 3,000

うち交付金充当額 2,326

B．執行済額 2,908

24,678

96.9% 99.5%

次年度繰越額 - -

執行率（％）(B/A)

進
捗
状
況
説
明

本年度予定していた遊歩道及び駐車場の整備を計画通り行うことができた。

30,849

31,000

31,000

-

0 ▲ 2,000

(b)予算現額 3,000

　27年度 　28年度 　29年度 　30年度 　31年度

農林水産課
事業実施

（予定）年度 平成27～28年度

(a)当初予算額 3,000

 　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

33,000

沖縄振興基本方針
該当箇所

観光リゾート産業の振興

２－③ 小浜島観光関連事業

予
算
の
状
況

(c)増減額(b-a)



小浜島西大岳
遊歩道及び駐車場整備工事

㈱環境プラン
4,434千円

小浜西大岳現場技術業務
委託費

4,434千円

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

小浜島の西大岳展望所の東屋は以前に整備されているが、歩道の状態が
悪く勾配がきつい箇所があり、滑って転倒する恐れもあることから高齢者に
は厳しい歩道状況である。また、数多く訪れる観光客にとって安心・安全で快
適な観光ができ、これまで以上の誘客を図る上でも歩道の整備及び往来す
る観光バスやレンタカー対応のための駐車場の整備の必要性があった。
　H27年度においては、遊歩道及び駐車場の設計が完了しており、設計をも
とに保安林協議や地元調整を行い、H28年度に整備工事を実施した。

地域住民や観光業者からは、併せてトイレ設置の要望があることから、公衆
用トイレの必要性の検討及び事業化の検討を行う。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

30,849 30,849 24,678 6,171 0

今後の取り組み方針

　遊歩道及び駐車場整備により、安全性・利便性の向上が図られたが、トイレ設置の要望もあることから検討を行う必要がある。また、施設の維持管理を地元団
体等へ管理委託し、適正な維持管理の構築を図る。

受益者との負担関係は妥当であるか。

竹富町

30,849千円

工事請負費
26,415千円

(有)パナリ産業
26,415千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○本工事及び現場技術業務は、本町の指名選定委員会に
おいて選定した業者を指名競争入札により実施しており、妥
当であったと考える。
○事業年度に見合った予算規模で適正であったと考える。
○費用については、事業目的の観点から額の確定時におい
て検査、確認しており、適正であったと考える。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

２－④ 波照間観光関連事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

　第３章-３－(１２)－ア

観光リゾート産業の振興

建設課
事業実施

（予定）年度 平成27～30年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ－１－(１)

　波照間島へ訪れる観光客の増加に伴い、観光スポットへの通行の利便性、新たな観光地の整備、観光客への
印象向上を図るため、進入道路等の整備を行う。

 　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

　27年度 　28年度 　29年度 　30年度 　31年度

計画していた事業内容はすべて実施したほか、入札により生じた不用額は減額補正し。適切な予算執行であったと考え
ている。

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 7,000 35,000

(b)予算現額 7,441 28,194

(c)増減額(b-a) 441 ▲ 6,806

(d)繰越額 － -

A．計(b+d) 7,441 28,194

B．執行済額 7,440

進
捗
状
況
説
明

本年度予定していた星空観測タワー駐車場整備工事及び駐車場進入路整備工事を計画どおり行うことができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

実　績

28,194

うち交付金充当額 5,952 22,554

100.0% 100.0%

次年度繰越額 - -

実　績 工事の実施

星空観測タワー駐車場整備工事
駐車場進入路整備工事

目　標 工事の実施

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）

実　績

目標値
（　年度）

28年度 29年度 30年度

整備完了

整備完了実　績

達
成
状
況
説
明

本年度予定していた星空観測タワー駐車場整備工事及び駐車場進入路整備工事を計画どおり行うことができた。

目　標
【参考指標】

星空観測タワー駐車場整備完了
駐車場進入路整備工事

目　標

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

目　標

28年度 29年度 30年度 31年度

実施方法

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

事業内容

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

担当部課名

予算の状況の説明

執行率（％）(B/A)



○委託業務は、本町の指名選定委員会において選定した業
者を指名競争入札により実施しており、妥当であったと考え
る。
○事業年度に見合った予算規模で適正であったと考える。
○費用については、事業目的の観点から額の確定時におい
て検査、確認しており、適正であったと考える。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

‐ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

28,194 28,194 22,554 5,640 0

市町村
負担金

今後の取り組み方針

平成２８年度において整備が完了した波照間星空観測タワー駐車場整備後供用開始を行いながら平成２９年度のニシ浜駐車場及び高那崎整備の実施に向け
た、地域住民等との意見調整を実施し、さらなる利活用に向け工事内容等を検討していく。
ニシ浜ビーチの駐車場において、一部森林管理署から借地している箇所が判明したため、新規借受の申請手続き中である。
整備工事時期・工法に関して地元及び観光業者への説明・調整を実施して観光客へ影響が少ないよう執り行う。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

観光客の利便性の向上、安心・安全上からも現状にあった整備が必要であ
る。
また、景観に配慮したデザイン等を検討し、より優れた観光地として景観形
成をすすめていく必要がある。

地元住民及び観光客からの情報・意見等を基に検討する必要性がある。
また、当該事業予定地であるニシ浜ビーチにおいては国内屈指の景観を誇
り、波照間島へ来島する観光客の大多数が訪れる場所となっているため、景
観に配慮した整備が一層求められる。

 
 

 
 
 

 
 
 

竹富町 
28,194千円 

 
工事費 

28,194千円 
有限会社 仲間土木 

  28,194千円 
波照間星空観測ﾀﾜｰ 

駐車場整備工事 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

事業内容

　西表東部の南風見田海岸にある忘勿石之碑へ続く歩道が未整備であり、観光客や地域住民が立ち寄りにくい
状態にある。このような状態を改善し、多くの方々が立ち入れる場所となるよう、駐車場及び遊歩道等の整備を行
う。

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

担当部課名 商工観光課
事業実施

（予定）年度 平成26～28年度

100.0%

２-⑤ 忘勿石進入道路等整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

　第３章-３－(２)－ウ

観光客の受入体制の整備

沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ－１－(１)

0 0 -

予算の状況の説明 当初予定していた事業計画の通り事業執行を行い、入札残の不要額を減額し、予算執行を実施した。

執行率（％）(B/A) 99.7% 100.0%

2,553 73,583

実施方法

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）
25,574

91,980 31,968

0 -

次年度繰越額

－

B．執行済額 3,191 91,979 31,968

うち交付金充当額

(c)増減額(b-a)

A．計(b+d) 3,200 91,980 31,968

(d)繰越額

(a)当初予算額 4,800 92,330 33,000

 　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

　26年度 　27年度 　28年度 　29年度 　30年度

予
算
の
状
況

▲ 1,600 ▲ 350 ▲ 1,032

(b)予算現額 3,200

目　標

実　績

進入道路の整備工事・駐車場の整備工事

目　標 工事の実施

実　績 工事の実施

28年度 29年度 30年度 31年度

【参考指標】
目　標

実　績

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

達
成
状
況
説
明

本年度予定していた進入道路及び駐車場の整備を計画通り行うことができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

進入道路の整備完了・駐車場の整備完了

目　標

目標値
（　年度）

進
捗
状
況
説
明

本年度予定していた進入道路及び駐車場の整備を計画通り行うことができた。

28年度 29年度

整備完了

整備完了

30年度

実　績

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　安心安全な目的地までの遊歩道及び進入道路等を、環境への影響を最小
限とする工法の選択を行い、自然等に配慮した最短で最小限度の工事着手
が望まれる。

　本整備地を利活用する地域住民等の意見に配慮した調整を行い、今後の
トイレ等の整備内容についての検討を行う。また、より高次なバリアフリー化
を導入できないか検討を行う。

今後の取り組み方針

　平成27・28年度で行った遊歩道、駐車場等整備の完了と供用開始を受け、以降は周知や管理体制の整備と言った、地域と一体となった秩序ある利用の促進を
図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

31,968 31,968 25,574 6,394 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託業務は、本町の指名選定委員会において選定した業
者を指名競争入札により実施しており、妥当であったと考え
る。
○事業年度に見合った予算規模で適正であったと考える。
○費用については、事業目的の観点から額の確定時におい
て検査、確認しており、適正であったと考える。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

‐ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

竹富町 
31,968千円 

 
工事費 

31,968千円 

西表造園土木 
 31,968千円 忘勿石進入道路及び   

駐車場等整備工事 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

観光地へのアクセス道路の清掃及び植栽美化をしたことにより、観光地景観の満足度向上が期待できる。
平成28年度の花苗植栽は300ｍであり、植栽本数5,200本完了。
【竹富一周線】　　　植栽距離：100m　植栽本数：2,800本
【細崎線】　　　　　　植栽距離：100m　植栽本数：1,200本
【波照間海岸線】   植栽距離：100m  植栽本数：1,200本

達
成
状
況
説
明

主要観光アクセス路として利用されている自然景観にマッチした快適な歩行空間を創出し、島内観光の質向上を図るため３
路線（１０，３９６ｍ）美化作業及び３００ｍの花苗植栽を行い、目標を達成した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

目標値
（　年度）

実　績

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

25年度 26年度 27年度 28年度

目　標

実　績
12,908m
8,700本

12,908m
7,340本

竹富一周線：3,285m

細崎線：3,033m

波照間海岸線：4,078m

道路美化保全 道路美化保全 道路美化保全 道路美化保全

観光道路(3路線)の美化及び植栽整備の完
了
・竹富一周線：3,285ｍ
・細崎線：3,033m
・波照間海岸線：4,078m

目　標
12,908m
8,700本

12,908m
7,340本

竹富一周線：3,285m
細崎線：3,033m

波照間海岸線：4,078m

-

予算の状況の説明
当初計画していた事業内容は全て実施した他、入札で生じた不用額については減額補正し適切な予算執行であったと
考える。

観光道路(3路線)の美化及び植栽整備
・竹富一周線：3,285ｍ
・細崎線：3,033ｍ
・波照間海岸線：4,078ｍ

目　標 道路美化保全 道路美化保全 道路美化保全 道路美化保全

実　績

100.0% 100.0% 81.9% 100.0% 99.5%

次年度繰越額 0 0 0 0

19,076 29,547 26,763

B．執行済額 6,858 19,075 24,192 26,762

0 0 -

19,353 21,409 17,539

21,924

22,026

実施方法

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

▲ 37,104

A．計(b+d) 6,859

 　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

うち交付金充当額

(d)繰越額

予
算
の
状
況

(b)予算現額

5,486 15,259

執行率（％）(B/A)

25年度 26年度 27年度

26,763

－ 0

6,859

28年度

(c)増減額(b-a) 2,163 ▲ 64 ▲ 3,714 ▲ 4,491

22,02619,076 29,547

事業内容
　魅力的な観光地づくりの推進を図るため、観光客が往来の多い主要な観光路線の美化清掃及び植栽を実施
し、観光客等の満足度向上及び道路等美化推進運動の推進を図る。

(a)当初予算額 4,696 56,180 29,611 30,477 26,517

　24年度

平成24～28年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-１-（１）

２－⑨ 観光道路美化推進事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－１－（１）－イ

陸域・水辺環境の保全

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

担当部課名 建設課
事業実施

（予定）年度

目　標

実　績



予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ・委託先の業者は、町内等において実績がある業者から指
名競争入札により選定しており、妥当であった。
・積算により予算算出しており、予算規模は適正であったと
考える。
・委託業務においては、契約書及び仕様書のとおり実施され
ており、事業目的に必要な費目・使途であったと考える。

○

21,924 21,924 17,539 4,385 0

今後の取り組み方針

　沖縄の気候に適したミニサンダンカを植栽したことにより良好な沿道の景観を形成することができたため、今後も花緑の彩り豊かな沿道として多くの観光客の満
足する観光道路を維持していくとともに雑草の防除等の対策を強化するため、道路ボランティア等に対する支援など地域と連携した活動についても適性な維持管
理と合わせて取り組んでいきたい。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　良好な沿道の景観を保持するため、適切な雑草防除や道路ボランティアへ
の支援等地域住民と連携した維持管理の形態を図る必要がある。

　観光地に相応しい良好な景観を形成するためには、無機質な張りコンク
リート等は見栄えが悪く、景観上あまり優れていないこともあり、景観に配慮
した防草シートを採用し、雑草対策を図ってきた。
　しかし、一定の効果はあるものの、亜熱帯気候下の沖縄では、雑草の生育
スピードが速いことから、防草シートのほか適切な雑草防除が不可欠であ
り、地域住民と連携した道路ボランティアなど一層の取り組みが必要である。

竹富町 
 

２１，９２４千円 
 
 

委託料 
２１，９２４千円 

西表造園土木 
５，０７６千円 
町道細崎線 

有限会社 大地造園 
１０，６９２千円 
竹富一周線 

有限会社 大 
６，１５６千円 
波照間海岸線 

歩道・路肩の除草及び        
花の植栽（細崎線） 

歩道・路肩の除草及び     
花の植栽（竹富一周線） 

歩道・路肩の除草及び     
花の植栽（波照間海岸線線） 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

設計に当たっては地域住民との話し合いを交えて行うことにより、三者（竹富町・設計業者・地域住民）の意見を取り入れた。
施設配置等については地域住民の要望を積極的に聞き、予算との兼ね合いを設計業者と調整することで、より良い設計に努めた。

実　績

設計完了
協議完了

【参考指標】
目　標

目標値
（　年度）

施設設計完了
地域住民との施設配置等の協議完了

目　標
設計完了
協議完了

実　績

達
成
状
況
説
明

設計に当たっては地域住民との話し合いを交えて行うことにより、三者（竹富町・設計業者・地域住民）の意見を取り入れた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）
28年度 29年度 30年度

地域住民との施設配置等の協議

目　標 協議実施

実　績 協議実施

目　標 設計実施

実　績 設計実施

予算の状況の説明 指名競争入札を実施し、入札残により生じた不用額は減額補正し、適切な予算執行を行えたと考える。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

28年度 29年度 30年度 31年度

施設設計委託業務の実施

執行率（％）(B/A) 100.0%

次年度繰越額 -

うち交付金充当額 734

B．執行済額 918

A．計(b+d) 918

(d)繰越額 －

(c)増減額(b-a) ▲ 882

(b)予算現額 918

(a)当初予算額 1,800

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　28年度 　29年度 　30年度 　31年度 　32年度

予
算
の
状
況

企画財政課
事業実施

（予定）年度
平成２８～２９
年度

沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ－１－(１)

事業内容
　鳩間島に整備されている、鳩間島野外ステージ周辺に、出演者等控室及び公衆トイレを整備し、当該施設の利
便性向上及び鳩間島を訪れる観光客や各種イベント使用時の地域住民等の観光満足度等向上を図る。

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ２－⑩ 鳩間島野外ステージ周辺環境整備事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－３－（２）－ウ

観光客の受入体制の整備

担当部課名



○委託事業者は指名競争入札で選定しており、妥当であっ
たと考える。
○積算額と落札額に開きがあったため、不用額は大きくなっ
たが企業努力による落札額であったと考える。予算規模は
適正な規模であった。
○費目、使途については目的に即し、必要なものであったと
判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

918 918 734 184 0

今後の取り組み方針

　次年度より建設工事に着手することとなるが、先にも述べたように冬季欠航が多い地域であるので、早期着手が必要とされる。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　三者協議を行うことにより、バランスの取れた施設設計になるが、地元住民
の要望等の取捨選択が難しく、予算との折り合いをつける必要がある。
　三者協議を行う際に日程を合わせることが難しい。（今回の建設予定地
は、波浪時や冬季時の船便欠航が多く、多忙となる地域行事も多いことか
ら、なかなか調整がつかなかった。）

　先に、設計業者及び地域住民に予算規模を提示することにより、地域住民
に設計可能な範囲内容をご理解して頂き、設計に臨む。
　波の荒れやすい冬季を避け、波の荒れにくい夏季等での実施を試みる。

竹富町 
 

918千円 

委託料 
918千円 

石堂設計室 
 

918千円 
施設設計委託業務 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

　保育所への読み聞かせや、地域への広報の掲示及び配布などを行い、学校図書館の地域開放の周知がなされ、利用する地域住民
が黒島、小浜共に前年度に比べ増加した。
　また、島民の声を活かし、本の配達サービスも行ったことも前年を上回った要因である。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

26年度 27年度

実　績 １４３人 １７７人 ３４３人

小浜　学校図書館利用人数（地域住民）
　１００人/年
（基準年度　平成26年度：143人）

目　標 ８０人 １００人 １００人 １００人

読み聞かせ児童　１００名/年
目　標

実　績 ５７人 １９５人 ２７０人

達
成
状
況
説
明

　学校図書室の地域開放のために保育所等への読みかせや地域への広報を活動目標としていたが、両方とも設定していた
目標を達成することができた。
　読み聞かせは、保育所へ出向き読み聞かせを行い、学校図書館の地域開放を周知した。地域への広報活動においても、
図書館だよりを配布したり、掲示板への掲示などを行った。

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）
目標値

（　年度）

黒島　学校図書館利用人数（地域住民）
　７５人/年
（基準年度　平成26年度：57人）

目　標 ３１人 ７５人 ７５人

28年度

７５人

１７７人

１００人 １００人

実　績 １５８人

周知広報実施

実　績 周知広報実施 周知広報実施

実　績 １２回/年 １２回/年

１２回/年

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

保育所等への読み書かせ会を実施
目　標

地域への広報（図書館だより）配布、提示
目　標 周知広報実施

執行率（％）(B/A) 100.0% 96.2% 91.1%

予算の状況の説明
　当初計画時点では一時金の支給を予定していなかったため、事業費が増額する形となっているが、適切な予算執行で
あったと考える。

１２回/年

93.8% 99.0%

次年度繰越額 0 0 0 0 -

うち交付金充当額 1,259 3,881 3,682 3,808 4,851

B．執行済額 1,574 4,851 4,603 4,760 6,065

5,072 6,124

▲ 10 241

A．計(b+d) 1,574 5,044 5,050 5,072 6,124

28年度

予
算
の
状
況

5,082 5,883

(d)繰越額 － 0 0 0 -

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　24年度 25年度

(a)当初予算額 1,679

26年度 27年度

5,044 5,047

0 3(c)増減額(b-a) ▲ 105

(b)予算現額 1,574 5,044 5,050

生活環境基盤の整備及び教育・医療・
福祉における住民ｻｰﾋﾞｽの向上

担当部課名 教育委員会教育課
事業実施

（予定）年度 平成24～33年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-９

事業内容
　図書館設置が困難な地理的条件にある本町の幼児、児童生徒を含む地域住民への生涯学習支援として学校
図書館を地域へ開放する取り組みとして、学校図書館へ人員を配置し活発な読書支援を図る。

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ３-① 読書支援事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－３－（１１）－イ



資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○支出先は昨年度実績に基づき、継続での担当者雇用を
行っている。選定は妥当だと考える。
○一部予算を増額することとなったが、事業規模に対し、適
切な予算規模であったと考える。
○竹富町規約に準じて賃金・共済費等が支出されており、費
目・使途が目的に即し必要なものの支出となっている。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

6,065 6,065 4,851 1,214 0

今後の取り組み方針

・保育所、デイサービス、移動図書館、乳幼児健診にあわせ読み聞かせ会を実施
・沖縄県立図書館の一括貸し出し事業（セット貸出）や協力貸出（リクエスト本）を利用し、成人向けの実用書、専門書も貸出ができるようになったことの周知を随
時行う
・竹富町司書研修会で昨年度作成した「Library NAVI（利用者向けリーフレット）」を活用した広報活動も行う

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

保育所等での読み聞かせや、地域への広報物の配布や掲示、配達サービ
スなどを行うことで、地域への認知度、利用者は年々増加している。
読書習慣について馴染みのない等の理由で、なかなか新規利用者が伸び
ずにいた地域も、前年同様、配達サービスを行うなどして、利用者が伸びた
が、今後は図書館が来るではなく、図書館に行くをめざす事が今後の課題と
なっていく。

図書館に足を運んでもらうために、学校図書館にはない本を沖縄県立図書
館の一括貸し出しサービスや協力貸し出しサービスを利用し、成人向けの実
用書や専門書の貸し出しを行い、これを広く周知していく

竹富町 
 

6,065千円 

共済費 
621千円 

賃金 
4,380千円 

旅費 
1,064千円 

社会保険料負担金 
雇用保険料負担金 

 読書支援事業（図書支援員） 
に係る非常勤職員賃金 

 黒島、小浜島への旅費 

個人２名 
621千円 

個人２名 
4,380千円 

個人２名 
1,064千円 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

実施方法

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

事業内容

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

担当部課名 教育委員会教育課
事業実施

（予定）年度 平成24～33年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-３-（１）

　小・中学校児童生徒のスポーツ等各種大会への派遣費を支援し、負担軽減や各種大会等での貴重な体験経
験を活かした人材育成により、沖縄本島と離島の格差是正を図る。

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第５章－３－（３）－ウ

時代に対応する魅力ある
学校づくりの推進

３－② 児童生徒派遣費支援事業

 　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

4,038 3,900

▲ 847 1,872 2,001 0 ▲ 309

1,803予
算
の
状
況

(c)増減額(b-a)

(a)当初予算額 2,650 2,237 3,503

(b)予算現額

(d)繰越額 － 0

A．計(b+d) 1,803 4,109 5,504 4,038 3,591

27年度 28年度

4,109 5,504 4,038 3,591

0 0 -

基準値
（　年度）

26年度 27年度 28年度

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

25年度 26年度

B．執行済額 1,719 3,780 5,122 2,917 2,835

目標値
（　年度）

達
成
状
況
説
明

町内児童生徒のスポーツ大会等における派遣費を572人分助成することが出来た。
児童生徒各家庭の経済的負担が軽減されることで、多くの大会等に参加でき、その頑張りがスポーツ大会等での好成績に
繋がっている。

４７０人 ４７０人 ４７０人

実　績 ６３０人 ４９８人 ５７２人

うち交付金充当額 1,375 3,024 4,097 2,333 2,246

進
捗
状
況
説
明

スポーツ大会や文化コンクールの積極的な参加出場が増えている。
また、本事業による旅費負担の軽減が図られたことで、事業の目的である保護者の負担軽減や大会を通じた人材育成に大きくつながっ
ている。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）

児童生徒選手等派遣人数：４７０人

目　標

【参考指標】
　　　（基準年度 平成24年度：442人） 目　標

次年度繰越額 0 0 0 0 -

派遣費助成

実　績

執行率（％）(B/A) 95.3% 92.0% 93.1% 72.2% 78.9%

派遣費助成

児童生徒選手等の派遣

目　標 派遣費助成 派遣費助成 派遣費助成

実　績 派遣費助成 派遣費助成 派遣費助成

予算の状況の説明

　年度末あたりに行なわれるスポーツ大会等において、補助金申請に際し、書類不備等により遅延が生じ、年度内での
支出ができなかった補助金があったため、事業執行率が低くなった。
　また、本事業では随時申請を受ける執行体制を立てているため、ある程度の予算執行予定額は出すことが出来るが、
確実に予算どおりに執行することが難しいとされる。

目　標

実　績



市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　児童生徒への派遣費補助事業をおこなっているが、船舶の欠航等で帰島
できないケースが生じることもあり、日程の変更を余儀なくされる場合もある
為、概算払いをした場合の精算事務にも時間を要した。また、補助申請の様
式を統一したが、各学校で派遣の内容により担当者が異なる為、書類提出
時の内容に誤りが多く、添付書類についても学校によってはばらつきがある
ため確認作業や、処理にも影響があった。

　船舶欠航による日程変更等が考えられる為、次年度より派遣終了後、実績
に基づいての支出を検討している。また、書類提出時に文書収受を担当する
学校事務職員へも提出前の確認作業を依頼する予定である。

今後の取り組み方針

　事業の適正な執行体制の構築が必要であるため、現在の補助金交付要綱等を見直し、申請書・派遣計画書等の提出資料や事務手続きの統一化を目指す。
　また、校長会・教頭会等連絡会ごとに書類提出の協力依頼を行うことで学校側の執行体制の強化にも努める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

2,835 2,835 2,246 589 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

・予算については不測の事態によって不用額が生じたが、適
正な予算規模であったと考える。
・助成対象者との関係は規則に沿って支出しているため、妥
当であると考える。
・支出先の生徒(学校)等には、提出書類等を検査しているた
め費目・使途について適正である。

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

受益者との負担関係は妥当であるか。

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

支出先の選定方法は妥当か。－

○

○

○

竹富町児童生徒 
派遣費支援事業 

 
3,891 千円 

補助金 
2,892千円 

小学校 
205名 

134千円 

中学校 
467名 

2,758千円 

大会等旅費に係る補助 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

事業内容

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

担当部課名

　児童・生徒の学習意欲等の向上を目指し、教育用PC・電子黒板・タブレットPC等のICT機器を効果的に活用した
分かりやすい授業の実現を支援するため、各小中学校へICT支援員を派遣する。

３-③ 学校ICT支援員派遣事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

予算の状況の説明

26年度 27年度 28年度 29年度

実施方法

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）
次年度繰越額 0

派遣実施

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

実　績

目　標 研修２６回 研修２６回

目　標

28年度

実　績 １３回 １５６回

80%

実　績

【参考指標】

目標値
（　年度）

達
成
状
況
説
明

研修方法を工夫した結果、全学校合わせて１５６回の研修を行うことができた。
※工夫内容：定期研修会のみならず、個別で研修内容を受けられるように「教材用アプリケーション等」をプリントで配布し、
ICT機器の扱い方を各教員のすきま時間などに教授できるような形をとった。
　月１回×１２ヶ月=１２回
　１２回×１３校=156回

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度

67% 73% 84%

ICT支援員による教職員向け研修
　小中学校１３校×２回

２日に１回以上授業でICT機器を使用する
教職員数：８０％以上

目　標 80% 80%

各学校、月に１回の派遣

目　標 派遣実施 派遣実施 派遣実施

実　績 派遣実施 派遣実施

執行率（％）(B/A) 65.4% 100.0% 99.8%

0 -

5,874 5,875

うち交付金充当額 3,525 4,699 4,699

進
捗
状
況
説
明

教材用アプリケーションなどを定期的に紹介することにより、教職員のICT機器活用についての意識が高まってきたと考えられる。
現在、タブレットは全校生徒分を用意されておらず、最大学級人数分（各学校において、最も生徒数の多い学級の生徒数分）の整備であ
るため、今後は一人一台タブレットを割り当てられるように整備が必要であると考えられる。

B．執行済額 4,406

428

(d)繰越額 － -

A．計(b+d) 6,739 5,876

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 6,739 5,448

(b)予算現額 6,739 5,876

(c)増減額(b-a) 0

5,885

当初の計画通り事業が執行でき、適正な予算措置であったと考える。

0

-

5,884

5,885

 　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

　26年度 　27年度 　28年度 　29年度 　30年度

第３章－５－（４）－ア

国際性と多様な能力を涵養
する教育システムの構築

教育委員会教育課
事業実施

（予定）年度 平成26～30年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-３-（１）



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

毎月のスケジュールを決め、町内各学校へＩＣＴ支援員を派遣している。しか
し、一町多島の本町において、移動手段は船舶が主であり、天候や海上の
状況によっては船舶が欠航してしまい、スケジュール通りに派遣できず、最
終的には学校への派遣数に差がでてしまう。

・予備の代替案のスケジュールも作成し、欠航時の対応策を検討する。

今後の取り組み方針

不可抗力における船舶の欠航に対し、上記の通り第2案のスケジュールを作成し、臨機応変に派遣できるよう取り組んでいく。
また、欠航率の高い島に関しては、欠航率の低い夏場に派遣数を増やすなど、派遣数に差がでないようにしていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

5,875 5,875 4,699 1,176 0

市町村
負担金

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

竹富町
5,875千円

委託料
5,875千円

株式会社
オキジム
5,875千円

○委託先の業者は、県内で実績がある業者であり、初年度
に指名競争入札により選定してからの継続事業である。
○予算規模は適正な規模だったと考える。
○積算内容及び単価などは事業目的に即した内容・規模と
なっている。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

ICT支援員 派遣等 
町内全小中校１３校 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

実施方法

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

事業内容

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

担当部課名

予算の状況の説明

27年度 28年度 29年度 30年度

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・計画当初の予定していた教科数（７教科分）を各中学校へ納品完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）

実　績

目標値
（　年度）

デジタル教科書の導入完了
(中学校9校へデジタル教科書（7教科）)

目　標 導入完了 導入完了

目　標

実　績 導入完了 導入完了

27年度 28年度 29年度

本町中学校9校への
デジタル教科書（7教科）の導入

目　標 導入実施 導入実施

実　績 導入完了 導入完了

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0%

次年度繰越額 0 -

13,122

うち交付金充当額 13,991 10,497

進
捗
状
況
説
明

中学校全教室に電子黒板を整備したことにより、デジタル教科書の活用率が上がった。

B．執行済額 17,489

0

(d)繰越額 － -

A．計(b+d) 17,490 13,123

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 21,503 13,126

(b)予算現額 17,490 13,123

(c)増減額(b-a) ▲ 4,013

当初の計画通り事業が執行でき、適切な予算執行であったと考える。

　ICT教育環境の向上を図り、児童の学習への興味関心を高めるため、デジタル教科書を各中学校へ整備する。

 　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

　27年度 　28年度 　29年度 　30年度 　31年度

３－④ デジタル教科書整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－５－（２）－ア

教育機会の拡充

教育委員会教育課
事業実施

（予定）年度 平成27～28年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-３-（１）



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

中学校9校へデジタル教科書（7教科)を導入し、デジタル教科書に使用につ
いての研修会も実施した。
しかし、デジタル教科書の教科によっては、アップデートが出版会社からアッ
プデートの配信があるダウンロード方式で配信されるが、竹富町内はADSL
回線環境のため、更新ができない状況があったりする。

ブロードバンド事業により、町内も光回線が開通する見通し（平成32年予定）
となっているため、開通後に課題が解決されることを期待している。
また、光回線の開通までは、出版会社よりアップデート用のＣＤをもらい、対
応していく。

今後の取り組み方針

平成32年の光回線の開通までは、出版会社からアップデート用のＣＤをもらい、対応していく。そのためには教育委員会、出版会社、ＩＣＴ支援員、学校現場の連
携を密にしていく必要があるため、連絡体制の構築を進めていく。
どのような場面において、デジタル教科書が効果的に活用できるのかを、各小中学校が吟味し研究を行う。その研究結果を公開する研究発表の場を事務局が提
供し、より質の高いきめ細やかな教科指導を実現する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

13,122 13,122 10,497 2,625 0

市町村
負担金

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

竹富町
13,122千円

備品購入費
13,122千円

(有)山田書店
13,122千円

○委託先の業者は随意契約だが、八重山で唯一の取次供
給所であるため、入札に付することができないためである。
選定は妥当だったと考える。
○予算については、当初の計画に即した内容・規模となって
いる。
○委託業者については、契約書及び仕様書のとおり実施さ
れており、事業目的に必要な費目・使途であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

各中学校へ７教科 
デジタル教科書の導入 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

担当教諭によるアンケート調査実施
（児童のコミュニケーション能力向上の把
握）

実施方法

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

事業内容

達成状況

予算の状況の説明

27年度 28年度

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

担当部課名

次年度繰越額 0 -

99.9%

適切な予算執行ができたと考えている。

執行率（％）(B/A) 99.6%

１５０回
外国語指導助手

の派遣

アンケートの実施

達
成
状
況
説
明

・船舶の欠航があり、学校へ派遣できないこともあったが、テレビ電話会議システムを活用して、授業数152回を達成した。
・アンケートの実施により、ALTの授業における児童生徒の関わり方と、興味関心を引き出せる能力を把握することができ、将
来、さらに児童生徒のコミュニケーション能力が向上することが期待できる。

29年度 30年度

外国語指導助手の派遣

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

目　標

目　標

実　績

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）

小学校11校への派遣完了

実　績 85% アンケート完了

派遣完了

派遣完了実　績

目標値
（　年度）

27年度 28年度 29年度

担当教諭へのアンケート調査完了

目　標
児童に対する

アンケート
目標達成80%

アンケート
完了

外国語指導助手の派遣
　小学校１１校、幼稚園３園

目　標

実　績 １３５回

アンケートの実施

4,178

うち交付金充当額 3,328 3,342

B．執行済額 4,160

進
捗
状
況
説
明

当初の計画通りに事業が執行でき、目標を達成できた。

▲ 322

(d)繰越額 － -

A．計(b+d) 4,175 4,181

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 4,176 4,503

(b)予算現額 4,175 4,181

(c)増減額(b-a) ▲ 1

　生きた外国語や外国文化・生活に触れる機会を提供し、外国語によるコミュニケーション能力の向上と国際感
覚の養成を図る。

 　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

　27年度 　28年度 　29年度 　30年度 　31年度

３－⑤ 外国語指導助手派遣事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－５－（４）－ア

国際社会、情報社会に対応した
教育の推進

教育委員会教育課
事業実施

（予定）年度 平成27～31年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-３-（１）

幼稚園3園への派遣完了

目　標 派遣完了

実　績 派遣完了



竹富町
4,178千円

学校には常に授業案を２案準備してもらい、休暇の場合にも支障なく対応で
きるように検討する。

今後の取り組み方針

３年目に入る本事業は、学校現場においても定着してきている。
今後、教諭と連携を更に密にし、児童の特性を生かしながら授業を行い、更にコミュニケーション能力を向上させる。
また、課題とされるスケジュール管理については週一で委員会勤務の日を設定し、ＡＬＴが休んだ日の代替日として割り当てて対応などを行なっていく。

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

地域行事等への参加学習などもあることから、学期ごとにスケジュールを組
むことで、各学校に受け入れ態勢を調整している。しかし、直前になってALT
の体調不良等により休暇した際のスケジュール調整がうまくいかないことが
課題とされる。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

4,178 4,178 3,342 836 0

市町村
負担金

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○外国語指導助手（ALT)の選定に当たっては、日本及び沖
縄の文化、生活様式をしっかりと理解していおり、また教育
についても高い能力を有している人物である。
○積算内容及び単価などは事業目的に即した内容・規模と
なっている。
○委託業務については、契約書のとおり実施されており、検
査により、事業目的に必要な費目・使途である。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

共済費 
578千円 

賃金 
3,600千円 

社会保険料負担金、雇用保険料負担金 

外国語指導助手（ALT)にかかる非常勤職員賃金 

個人（１名） 
578千円 

個人（１名） 
3,600千円 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

予算の状況の説明
当初、４学校１７教室の空調整備であったが、懸念されていた高圧受電設備が不必要となり、次年度事業（１校５教室）を
前倒して実施することとなった。

目　標

実　績

空調設備の設置
・小学校３校：普通教室１２教室
・中学校２校：普通教室　５教室

目　標 ７教室整備 ２８教室整備 １７教室整備

実　績 ７教室整備完了 ２７教室整備完了 １７教室整備完了

執行率（％）(B/A) 99.6% 99.6% 100.0%

26年度 27年度 28年度 29年度

0 -

10% 100%65%

26年度

・小学校3校12教室の空調設備の完了
・中学校2校5教室の空調設備の設置完了
（全体計画の進捗率：100%）

目　標

進
捗
状
況
説
明

本年度で全事業を完了することができた。平成28年度当初は、小浜小学校の空調設置工事をH29年度に実施する予定であったが、業務
調整が早期完了したため前倒しで実施することができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

10% 60% 100%

実　績

B．執行済額 3,834 16,740 13,289

達
成
状
況
説
明

基準値
（　年度）

うち交付金充当額 3,067 13,392 10,630

実　績

目標値
（　年度）

目標の１７教室中、１７教室の整備が完了した。これにより、町内公立小中学校の普通教室の空調設置は、H29,30年度校舎改築工事予
定の波照間小学校、波照間中学校を除いた全小中学校において空調整備が完了した。（波照間小、波照間中は、改築工事時に空調機
の整備を実施する予定。）

H28成果目標（指標）

【参考指標】
目　標

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

16,813 13,289

A．計(b+d)

(d)繰越額 － 0 -

27年度 28年度

次年度繰越額 0

0

3,850 16,813 13,289

(a)当初予算額 3,850 15,400 16,000

1,413 ▲ 2,711

(b)予算現額 3,850予
算
の
状
況

(c)増減額(b-a)

 　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

　26年度 　27年度 　28年度 　29年度 　30年度

平成26～28年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-３-（１）

　高温多湿の沖縄特有の亜熱帯気候に対応した、教育施設の空調設備の整備を実施し、快適な教育環境を実
現する。

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－５－（２）－ア

教育機会の拡充

３－⑥ 教育環境整備事業

実施方法

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

事業内容

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

担当部課名 教育委員会総務課
事業実施

（予定）年度



支出先の選定方法は妥当か。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ ・支出先の選定については、指名競争を行い、監理業務は規則に
沿って随意契約を交わしているが、適切な選定を行っており妥当で
あったと考える。
・予算規模は、諸条件が整い、来年度実施予定の事業を前倒しで
行うこととなり、事業費増となったが、予算規模は適正であったと考
える。
・費目・使途は、完了検査を実施し、確認を行っているので、必要な
ものに限定されていたと考える。

13,289 13,289 10,630 2,659 0

今後の取り組み方針

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

●入札の不調が多いため、積算の見直しを検討する。
●普通教室の空調機整備が、校舎改築工事により空調機設置予定の波照
間小、波照間中を除く公立小中学校で完了した。これにより、快適な教育環
境が整備され、学習意欲等の向上が見込まれる。今後は、維持管理の面で
光熱費、空調機器のメンテナンス等の計画が必要である。

●本事業の工事請負における入札が、５件中３件の不調となった。途中、設
計の委託を実施したが、設計委託後の４件の入札でも３件が不調となり、離
島の離島である本町の課題を痛感した。予算編成時の積算の見直し、設計
委託における渡航費、宿泊費、輸送代金等の精査が必要である。
●空調機の稼働時期等の通知、空調機の定期的な保守管理を実施し、効率
的な運用を行う。

・空調機の効率的な運用を行う。
・空調機使用における統一的なルールを確立する。（稼働期間、設定温度、使用記録簿等）
・専門的業者による定期的な保守管理委託業務を行なう。

竹富町 
１３，２８９千円 

委託料 
９４４千円 

工事請負費 
１２，３４５千円 

新幾設備設計室 
４９９千円 

新幾設備設計室 
４４５千円 

ゆたか電気 
８，５６５千円 

日栄電設興業 
３，７８０千円 

設計委託業務 

監理委託業務 

空調設備 
整備工事 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

３－⑦ 芸術文化体験事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－５－（２）－イ

生涯学習社会の実現

教育委員会教育課
事業実施

（予定）年度 平成27～31年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-３-（１）

　離島・へき地である本町において、普段の生活圏におけるクラシック音楽等の鑑賞機会は極端に少ない。本町
各離島においてクラシックコンサートを開催し、地域の子どもからお年寄りまでがその文化体験をすることにより、
生涯教育の推進と町民生活の質の向上を図る。

 　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

　27年度 　28年度 　29年度 　30年度 　31年度

事業計画の内容通り適正に執行が行えた。
事業完了後は業務内容を精査し、実績に応じて契約額を減額しており、適切な予算執行を行ったと考える。

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 3,965 3,965

(b)予算現額 3,965 4,840

(c)増減額(b-a) 0 875

(d)繰越額 － -

A．計(b+d) 3,965 4,840

進
捗
状
況
説
明

クラシック音楽の演奏を間近で鑑賞することができ、クラシック音楽に興味と関心が増し、子供からお年寄りまで幅広い層で情操教育に
繋がるものと期待できる。

B．執行済額 3,957 4,545

うち交付金充当額 3,165 3,635

次年度繰越額 - -

執行率（％）(B/A) 99.8% 93.9%

小浜島(でのクラシックコンサートの開催

目　標
ｺﾝｻｰﾄ開催
（西表島）

ｺﾝｻｰﾄ開催
（小浜島）

実　績 ｺﾝｻｰﾄ開催 ｺﾝｻｰﾄ開催

実　績 ３９４名 ２００名

【参考指標】
目　標

実　績

目標値
（　年度）

クラシックコンサート開催での来場者
小浜島　１００名

目　標 ２００名 １００名

達
成
状
況
説
明

竹富町民向けのクラシック演奏会を小浜島で初めて実施した。楽器など演奏資機材の海上輸送等（天候不良）に不安もあっ
たが、計画通り開催でき目標を達成できた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）
2７年度 28年度 29年度

目　標

実　績

H28活動目標（指標）

達成状況

予算の状況の説明

27年度 28年度 29年度 30年度

実施方法

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

事業内容

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

担当部課名

活動目標
（指標）

及び達成状況



・本事業は専門的かつ特殊な事業内容であり、郡内圏域において他に団体が存在
しないことから随意契約とした。選定は妥当と考える。
・予算規模は、専門的な内容と離島という地理的事業により機材の輸送等を考慮
すると人的支援及び会場設営に係る経費を検討しなければならない。
・費目、使途については、事業目的の達成の観点から必要か否かについて支出書
類を確認し、適正であること、また、契約書、仕様書のとおり実施されており、事業
終了後の検査にも合格していることから適正であると考えている。

△ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

4,545 4,545 3,635 910 0

市町村
負担金

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

今後の取組み方針

小浜島では初の大掛かりな演奏会で、観客収容及び演奏者の規模的に会場は学校体育館施設に限られた。体育教育施設であり音響設備等に限りがあるため、
演奏会開催にあたっては様々な工夫が必要である。また、学校施設を使用するため、予め学校行事や地域行事等の把握、台風の発生時期などを考慮し演奏会
開催時期について入念な事前調整が必要である。また、会場のレイアウトについては、会場に見合った客席の配置を行うが、昨年設置することができなかった座
敷シート（主に未就学児などの子供対象）をゴザ等を用いて設置することを検討する。

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

竹富町内では2度目のクラシック演奏会。離島という地理的な状況下、楽器
資機材等の海上搬送・陸上輸送の面において不安はあったが、問題もなく計
画どおりに開催することができた。

今回は、学校体育館での開催であり長方形型（横長）の会場レイアウトとな
り、座敷シートの設置ができなかったが（椅子席のみ）、観客がより近い位置
で生演奏を楽しむことができた。次年度以降においても同様に学校体育館施
設での開催を想定しており、観客の年齢層を考慮し、椅子席と座敷シートを
設置する場合において会場レイアウトに配慮する必要がある。

竹富町 
4,545千円 

委託料 
4,545千円 

石垣フィルハーモニー 
管弦楽団 
4,545千円 

芸術文化体験 
委託業務 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

全教室に電子黒板を整備し、デジタル教科書との連携活用により活用率と児童生徒の授業に対する興味関心が、さらに向上することに
期待が持てる。

実　績

整備完了

【参考指標】
目　標

目標値
（　年度）

電子黒板整備完了
（町内小学校　10校26クラス分）
（町内中学校   8校15クラス分)

目　標 整備完了

実　績

達
成
状
況
説
明

・計画当初の予定していた教科数を各小学校へ納品完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）
28年度 29年度 30年度

目　標

実　績

目　標 ４１台整備

実　績 ４１台整備

予算の状況の説明
当初計画では、平成２８年度に町内小学校の整備、平成２９年度に町内中学校の整備を行う予定としておりましたが、中
学校に対しても早急な整備を要することとなったため、業務を追加することとなった。業務追加分の予算額増もあった
が、適切な予算執行であったと考える。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

28年度 29年度 30年度 31年度

電子黒板の整備41台
（町内小学校   10校26クラス分）
（町内中学校    8校15クラス分)

執行率（％）(B/A) 100.0%

次年度繰越額 -

うち交付金充当額 24,106

B．執行済額 30,134

A．計(b+d) 30,134

(d)繰越額 －

(c)増減額(b-a) 2,243

　32年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 27,891

(b)予算現額 30,134

事業内容
　わかりやすく深まる授業を実現し、教育の質向上と児童生徒同士の学習意欲の向上を図るため、ICT機器（電
子黒板）を整備する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　28年度 　29年度 　30年度 　31年度

第３章－５－（２）－ア

教育機会の拡充

担当部課名 教育委員会教育課
事業実施

（予定）年度 平成２８年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-３-（１）

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ３－⑧ 学校ICT環境整備事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所



○委託先の業者は随意契約だが、八重山で数少ない取次
供給所であるため、入札に付することができないためであ
る。選定は妥当だったと考える。
○予算については、当初の計画に即した内容・規模となって
いる。
○委託業者については、契約書及び仕様書のとおり実施さ
れており、事業目的に必要な費目・使途であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

（株）オキジム
18,567千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

30,134 30,134 24,106 6,028 0

今後の取り組み方針

上記にあるように、整備後のケアに苦慮している現状で、教育委員会、導入業者、ＩＣＴ支援員、学校現場が連携できるシステム作りを進めていく。そうすることで、
故障から修理までスムーズに対応できると考える。
また、どのような場面において、電子黒板が効果的に活用できるのかを、各小中学校が吟味し研究を行う。その研究結果を公開する研究発表の場を事務局が提
供し、より質の高いきめ細やかな教科指導を実現する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

町内小学校（10校）に26台、町内中学校（8校）に15台整備した。
しかし、町内はITに関係する企業が無い為、機器のトラブル、メンテナンス、
故障の修繕等の整備後のケアに苦慮している。

毎月、小中学校へ派遣をしているICT支援員と連携を図り、課題解決までの
システムつくりを検討する。

竹富町
30,134千円

備品購入
30,134千円

（株）ｼｰｼｰｱｰﾙ
11,567千円

小学校 10校分 26台 
電子黒板の整備 

中学校 9校分 15台 
電子黒板の整備 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

実施方法

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

事業内容

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

担当部課名 農林水産課
事業実施

（予定）年度 平成24～33年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-１-（６）

　優良母牛の導入支援(購入費の1/2以内上限50万円）及び口蹄疫の進入防止対策を実施し、本町基幹産業で
ある農業畜産の生産基盤整備、環境整備を強化することで産業の振興を図る。

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（７）－ア

おきなわブランドの確立と
生産供給体制の整備

４-① 竹富町和牛生産推進事業

 　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

28,647 49,700

0 0 12,000 18,601 ▲ 5

9,463予
算
の
状
況

(c)増減額(b-a)

(a)当初予算額 9,463 15,524 19,884

(b)予算現額

(d)繰越額 － 0

A．計(b+d) 9,463 15,524 31,884 47,248 49,695

27年度 28年度

15,524 31,884 47,248 49,695

0 0 -

基準値
（　年度）

26年度 27年度 28年度

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

25年度 26年度

B．執行済額 9,369 14,290 29,526 40,817 44,459

目標値
（33年度）

達
成
状
況
説
明

町内の港湾６箇所に靴底消毒用マットの設置し、防疫対策を講じた。
また優良遺伝繁殖雌牛の導入費を一部助成したことで、９０頭を導入することができ、竹富町畜産牛のブランド力の向上を
図った。

６０頭 １４２頭
６箇所
９０頭

７５０頭

実　績 ９３頭 １２５頭
６箇所
９０頭

うち交付金充当額 7,494 11,432 23,621 32,653 35,566

進
捗
状
況
説
明

・離島港湾施設に靴底消毒用マットを設置し防疫対策を図っている。
・優良遺伝繁殖雌牛導入の目標が当初９０頭であったが、当初通り９０頭の導入ができた。今後も継続して行うことにより、竹富町として
牛のブランド力を向上し、販売価格を高めながら畜産経営基盤の向上を図る。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）

・離島港湾靴底消毒用マット6箇所設置の完了
・優良遺伝繁殖雌牛導入支援90頭
　
（Ｈ33年度迄導入目標750頭：
　　 Ｈ24～26年３２４頭導入）

目　標

【参考指標】
目　標

次年度繰越額 0 0 0 0 -

導入助成

導入助成

実　績

導入助成

執行率（％）(B/A) 99.0% 92.1% 92.6% 86.4% 89.5%

消毒用マット
設置・離島港湾靴底消毒用マット設置
6カ所（竹富・小浜・黒島・波照間・西表東
部・西表西部）

目　標
消毒用マット

設置
消毒用マット
設置 消毒用マット
設置

実　績
消毒用マット設置

４カ所
（竹富・小浜・黒島・波照間）

消毒用マット設置
４カ所

（竹富・小浜・黒島・波照間）
消毒用マット設置 消毒用マット設置

予算の状況の説明
　優良遺伝繁殖雌牛の導入費を一部助成するが、申請によって助成額が異なるため、多少の不用額が生じた。
　執行率は約９割であるため、適切な執行ができたと考える。

・優良遺伝繁殖雌牛導入支援

目　標 導入助成 導入助成 導入助成

実　績 導入助成 導入助成



市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・東北の大震災や宮崎等での口蹄疫大量殺処分などの影響により子牛数が
少ないことから、ここ数年間子牛のセリ価格が高騰している。そのため、購入
費がかなり高額になっている状況が続いている。

・子牛セリ価格が高騰しており、落札価格が本事業で設定している助成上限
額を上回るケースがあったため、農家に係る負担が大きくなってしまった。こ
のことから、購入費用の助成額の増額を検討する必要があるとされる。

今後の取り組み方針

特定家畜伝染病の口蹄疫等を防ぐため、今後も竹富町内の港湾に靴底消毒用マットの管理委託による防疫対策を実施する
優良遺伝繁殖雌牛導入については、竹富町の和牛改良推進を図るために、この導入事業を継続していきたい。また、近年の子牛セリ価格の高騰を鑑み、適切
な助成額の決定をするため、農家や組合等を交えて検討していきたい。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

44,459 44,459 35,566 8,893 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ ・委託業務者は各地区肉用牛生産組合で勘案した上で選定しており、妥
当であったと考えている。
・子牛の価格の高騰が続く中ではあるが、予算的には妥当な金額であっ
たと考える。
・受益者負担は２分の１であり、負担関係は妥当であったと考える。
・費目・使途については事業目的達成の観点から必要なものなのか等
について額の確定時において支出等に関する書類により確認、適正で
あった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

支出先の選定方法は妥当か。

竹富町 
44,459千円 

委託料 
2,175千円 

個人業務委託者 
7名 

2,175千円 

委託料 
41,891千円 

沖縄県農業協同組合 
41,891千円 導入農家 

消耗品費 
393千円 

防疫対策にかかる業務委託料 
（竹富・黒島・小浜・波照間・西表東部・西部） 

優良遺伝繁殖雌牛導入 
業務にかかる委託料 

防疫対策にかかる 
消毒剤等購入費 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100%

予算の状況の説明 事業計画どおり執行を行った。適正な予算措置であったと考える。

実施 実施
・逸出ペットの保護収容

目　標 実施 実施 実施 実施

実　績

-

うち交付金充当額 4,803 4,800 6,097 6,097 6,859

次年度繰越額 0 0 0 0

A．計(b+d) 6,004 6,001 7,622 7,622 8,574

実施 実施

・逸出ペットの保護収容数5頭減（10頭）
(基準年度：H23年度15頭）

6,004 6,001 7,622 7,622 8,574

目　標

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 6,006 6,004 6,175 7,622

進
捗
状
況
説
明

　保護された逸失ペットからウイルスの感染は確認されず、イリオモテヤマネコの方にも家ネコ由来の病気感染は発生していない。一方
で、逸失ペットの保護捕獲数は大きく減ることがないことから、取り組みを継続する必要があると考えられる。

(c)増減額(b-a) ▲ 2 ▲ 3 1,447 0

１４頭

0

(d)繰越額 － 0 0 0 -

B．執行済額

会議の開催完了

１５頭 １０頭以内 １０頭以内 １０頭以内

１６頭 １５頭

　西表島の貴重な生態系の保全と国の特別天然記念物であるイリオモテヤマネコの保護を目的に、島内のペット
の適正飼養を推進し、併せて国立公園である西表島の生態系や生物多様性の保全推進を図る。

 　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

8,574

(b)予算現額 6,004 6,001 7,622 7,622 8,574

・ペット適正飼養推進会議の開催完了
目　標

会議の開催
完了

実　績

実　績

目標値
（　年度）

実施

達
成
状
況
説
明

住民からの情報をもとにノラネコの捕獲を実施した。
捕獲された個体でマイクロチップによる所有者の判断ができないネコについては、西表島に常駐派遣した獣医師によるウイ
ルス検査や避妊去勢の措置後、島外に移送した。
ペット適正飼養推進会議を開催し、関係機関で今後の対策についての協議を行った。
ペット適正飼養に関する観光協会むけの講演や、ワクチン注射やウイルス検査を利用した普及啓発活動を実施した。

28年度

・適正飼養普及啓発講演会の開催 4回
目　標 実施

実　績 実施 実施 実施

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

25年度 26年度 27年度 28年度

実施 実施 実施

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－１－（１）－ア

生物多様性の保全

自然環境課
事業実施

（予定）年度 平成24～33年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-１０-（１）

実施方法

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

事業内容

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

担当部課名

４-② 竹富町ペット適正飼養推進事業

・収容個体の各種ウイルス検査等
目　標 実施 実施 実施 実施

実　績 実施 実施 実施 実施

・ペット適正飼養推進会議の開催 1回
目　標 実施 実施 実施 実施

実　績 実施 実施 実施 実施

・収容個体の各種ウイルス検査等全頭
目　標

検査等全頭
実施

実　績 検査等全頭実施

・啓発講演会等の4回開催完了
目　標

講演会等
4回実施

実　績
講演会等
6回実施



○委託事業者は随意契約であったが、業務に関する実績や
知識を勘案して選定している。選定については妥当であった
と考える。
○見積書による予算に即して事業を実施。適正規模であっ
たと考える。
○事業完了時に事業目的の達成を確認しており、支出も適
正であったと考える。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

支出先の選定方法は妥当か。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○

8,574

今後の取り組み方針

　西表島内でのペットの適正な飼養を呼びかけるとともに、西表島の自然生態系保全に関する住民理解を深めていきたい。
　自然生態系へのイエネコの影響を排除するため、逸失ペットであるノラネコの捕獲を引き続き進めていきたい。
　イリオモテヤマネコへのイエネコ由来の感染症拡大を未然に防ぐため、飼いネコの屋内飼育の徹底化や、定期的なウイルス検査や予防接種を飼い主に呼びか
けていきたい。
　現在、ネコが取り組みの対象となっているが、ネコ以外のペットについても新たな外来種とならないよう適正な飼養を呼びかけていきたい。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費

6,859 1,715 08,574

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　本事業の目的が、ペットの適正飼養を推進することによって西表島の自然
生態系の保全に資するものであることを、広く住民に理解してもらえるよう努
めた。
　飼いネコの登録や予防接種、繁殖制限の実施率はいずれも98％近いが、
飼いネコの逃亡や病気の感染を防ぐためには、これをさらに高める必要があ
る。
　ワクチン接種の効果を高めるためには、過去1度だけの接種ではなく、年1
回の追加接種が必要。

　完全な屋内飼育が行われていないネコや、ワクチンの追加接種を受けてい
ないネコについては、これから感染症に感染するおそれがあることから、屋
内飼育の徹底や定期的なワクチン接種について、呼びかけを強化する必要
がある。

竹富町 
8,574千円 

委託料 
8,574千円 

NPO法人 
どうぶつたちの病院沖縄 

8,574千円 

西表島内の飼い猫の適正飼
養に係る普及啓発及び逸失
ペットの保護収容業務 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

教育委員会総務課
事業実施

（予定）年度 平成24～33年度

(a)当初予算額 3,250 3,005 2,994

沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-３-（２）

　本町の有する多くの文化財美化保全を推進し、本町特有の歴史文化や景観を恒久的に維持し、歴史文化財資
料及び観光資源として利活用し地域振興を図る。

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－１－（４）－ア

沖縄の文化の源流を
確認できる環境づくり

４-③ 文化財保全事業

2,930 2,930

 　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(c)増減額(b-a) 0 0 ▲ 64 ▲ 1,000 ▲ 236

(b)予算現額 3,250

2,694

0 0 -0

3,005 2,930 1,930 2,694

3,005 2,930 1,930

2,154

1,570 1,515 1,547 2,694

進
捗
状
況
説
明

竹富地区の公民館に文化財を9箇所・年30回、祖納地区の公民館に6箇所・年3回、波照間地区の公民館に3箇所・年14回、鳩間地区の
公民館に3箇所・年2回実施した、美化保全作業を行った指定文化財をとおして、来町する観光者に本町の文化財を理解できる環境を提
供することができた。

100.0%執行率（％）(B/A) 69.9% 52.2%

国指定文化財：４箇所
県指定文化財：１箇所
町指定文化財：８箇所

A．計(b+d) 3,250

うち交付金充当額 1,817

B．執行済額 2,272

1,256 1,212 1,237

(d)繰越額 －

0

実　績 １７箇所
国指定文化財：４箇所
県指定文化財：１箇所
町指定文化財：８箇所

国指定文化財：４箇所
県指定文化財：１箇所
町指定文化財：８箇所

１３箇所

国指定文化財：４箇所
県指定文化財：２箇所
町指定文化財：８箇所
国登録文化財：１箇所
その他の史跡：６箇所

２１箇所

次年度繰越額 0 0

51.7% 80.2%

国指定文化財：４箇所
県指定文化財：１箇所
町指定文化財：８箇所

国指定文化財：４箇所
県指定文化財：２箇所
町指定文化財：８箇所
国登録文化財：１箇所
その他の史跡：６箇所

２１箇所

予算の状況の説明
当初計画より実施回数の減等により予算を減額しているが、、事業実施については活動目標及び成果目標のとおり達
成出来たと考えている。

指定文化財13箇所の美化保全清掃の実施

目　標 １２箇所

実　績

実　績

【参考指標】

目標値
（　年度）

目　標
国指定文化財：４箇所
県指定文化財：１箇所
町指定文化財：８箇所

国指定文化財：４箇所
県指定文化財：１箇所
町指定文化財：８箇所

１３箇所

指定文化財13箇所の美化保全清掃完了

達
成
状
況
説
明

竹富地区の公民館に文化財を9箇所・年30回、祖納地区の公民館に6箇所・年3回、波照間地区の公民館に3箇所・年14回、
鳩間地区の公民館に3箇所・年2回実施した、集落内外、観光地等場所によって実施回数に差があるが、委託することにより
地域住民の手によって地域の文化財等の美化保全を実施できた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

目　標

実　績

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

25年度 26年度 27年度 28年度

目　標

実施方法

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

事業内容

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

担当部課名

0 -



○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託先については、計画どおり地域公民館に委託して実
施した。地域の文化財愛護意識の高揚を図るという観点から
妥当と考えている。
○観光客が見学するため美化保全が必要な箇所で実施を
計画しており、予算規模は適正と考えている
○事業は精算払いで、費目・使途が事業目的に即したもの
か確認し、適切に支出した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

2,694 2,694 2,154 540 0

今後の取り組み方針

　今後は、、地域住民とも調整しながら、効果的な目的を達成するために業者委託し、また観光関連業者と連携を図ることにより観光者の視点も取り入れ、文化
財のさらなる利活用を促進したい。
　また、美化保全事業を実施する文化財が、なるべく長期間にわたって見学に適した状況が維持できるよう、実施時期や実施方法を検討していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　文化財の愛護意識を地域で高めてもらうため、地域公民館が実施主体とな
り、住民自らの手による文化財等美化保全活動を実施すべきと考えるが、地
域住民だけでは間に合わない場所や時期がある。

　引き続き地域住民が主体となって美化保全を実施すべきと考えるが、地域
住民の手だけでは間に合わない場所や時期については他の業者委託によっ
て効果的に目的を達成できる文化財もあると考えられるので、地域住民とも
調整しながら、実施箇所や実施方法を検討する必要がある。

竹富町 
 

2,694千円 

委託料 
2,694千円 

竹富公民館 
1,192千円 

鳩間公民館 
388千円 

祖納公民館 
650千円 

波照間公民館 
464千円 

 竹富島内文化財の清掃業務等委託 

波照間島内文化財の清掃業務等委託 

 西表島祖納地区内文化財の 
 清掃業務等委託 

 鳩間島内文化財の清掃業務等委託 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

・遺構復元工事計画の作成
目　標 計画作成

実　績 計画作成

実　績 委員会完了

28年度

開催

・遺構復元方法の検討委員会の開催完了
目　標

委員会完
了

沖縄振興基本方針
該当箇所

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－１－（４）－ア

沖縄の文化の源流を
確認できる環境づくり

４-④ ピサダ道保存整備事業

教育委員会総務課
事業実施

（予定）年度 平成26～29年度

 　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

Ⅲ-３-（２）

　西表島祖納集落西側に隣接する「ピサダ道」は、現在も当時の石段がその姿を残す町指定史跡である。太平洋
戦争時に大きく損傷した箇所についての復元整備要望が地域住民より上がっており、史跡復元資料作成の調査
業務を実施する。

(a)当初予算額 6,001 16,663 2,839

　26年度 　27年度 　28年度 　29年度 　30年度

予
算
の
状
況

(c)増減額(b-a) ▲ 20 ▲ 159 ▲ 139

(b)予算現額 5,981

-

16,504 2,700

16,504 2,700

-

13,187 2,160

16,484 2,700

執行率（％）(B/A) 71.7% 99.9% 100.0%

次年度繰越額 0 0

(d)繰越額 －

-

A．計(b+d) 5,981

うち交付金充当額 3,430

B．執行済額 4,287

予算の状況の説明
入札残により不要額が出たが、当初計画していた事業内容は、ほぼ実施した他、活動目標、成果目標の達成状況を鑑
みて適切な事業執行であったと考えている。

・遺構確認調査の実施
目　標

測量調査・
実施設計の実施

保存修理工事
実施

調査実施
計画作成

実　績
測量調査・

実施設計の実施

計画作成
完了

保存修理工事
完成

調査実施
計画作成

実　績 実施設計
の完了 工事の完了 調査完了
・遺構確認調査の完了

実　績 計画作成完了

進
捗
状
況
説
明

今回の調査では、石敷きの下の堆積状況を把握し、写真や図面などの記録に残す事ができ、当初想定していた階段の痕跡をしめす造
成土層などは確認できず、本来のピサダ道の姿を知ることはできなかったが、下層から古い時期の石敷きと考えられる面が確認できたこ
と大きな成果であると言える。これらの痕跡や現状の石敷きを基に保存・修理案の更なる検討材料とする。

目　標
・工事計画作成完了

目標値
（　年度）

実施設計
の完了

工事
の完了

調査完了

達
成
状
況
説
明

ピサダ道の確認調査を実施し、石敷きの設置状況や土層の堆積状況などを確認した。
検討委員会の立ち上げはできなかったが、代替となる地域住民との意見交換会や専門家からの意見徴収を行い復元方法の
検討を行えた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度

目　標

・遺構復元方法の検討委員会開催
目　標

実　績 未開催

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

事業内容

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

担当部課名

実施方法



○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

受益者との負担関係は妥当であるか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○当該史跡の調査実績のある業者を選定しており妥当だと
考えている。
○予算規模については、大きな増減や不要額もなく適正と考
えている。
○費目・使途が事業目的に即したものか確認し、適切に支出
した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－

2,700 2,700 2,160 540 0

今後の取り組み方針

地域の要望に応えるべく、戦争前の状態への復原まで事業を継続したいと考えているが、そのためには戦争遺跡としての価値を保存する方法の検討や、復原
の根拠となる遺構の確認調査として発掘調査を実施したので、復元方法について地域と文化財保護審議会や学識者の意見を参考にしながら工事を進めていき
たい。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

確認調査にあたっては、石敷きの設置状況や土層の堆積状況などを確認し
た。断面観察により階段状の造成層など石階段を構築した際の痕跡が確認
できなかったっため、戦前に石階段であった本来のピサダ道の姿を知ること
はできなかった。

戦時中に行われた改変前の姿に復元するところまで整備を継続して欲しいと
いう要望が地域よりあがっているため、地域を交えながら遺構復元工事を進
めなければならない。

竹富町 
2,700千円 

 
委託料 

 2,700千円 
有限会社 ティガネー 

2,700千円 ピサダ道保存修理事業文化財確認調査 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

　今回の事業で整備した２基のイリオモテヤマネコ銅像については、今後、ヤマネコをはじめとする西表島の自然保護の意識向上につな
がるものと期待される。

実　績

活動完了

【参考指標】
目　標

目標値
（　年度）

イリオモテヤマネコ保護啓発活動完了

目　標 活動完了

実　績

達
成
状
況
説
明

　イリオモテヤマネコ保護の普及啓発を目的とした銅像及び説明版を製作し、西表島の西部と東部の２箇所に設置した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）
28年度 29年度 30年度

目　標

実　績

目　標 活動実施

実　績 活動実施

予算の状況の説明 入札により残額が生じたので、その不用額分を減額している。適切な予算執行に励んだ。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

28年度 29年度 30年度 31年度

イリオモテヤマネコ保護啓発活動実施

執行率（％）(B/A) 100.0%

次年度繰越額 -

うち交付金充当額 8,498

B．執行済額 10,624

A．計(b+d) 10,624

(d)繰越額 －

(b)予算現額 10,624

(a)当初予算額 10,700

(c)増減額(b-a) ▲ 76

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　28年度 　29年度 　30年度 　31年度 　32年度

予
算
の
状
況

自然環境課
事業実施

（予定）年度 平成２８年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-３-（２）

事業内容

　国の特別天然記念物であるイリオモテヤマネコの生息する西表島は年間約３８万人が訪れる県内屈指の観光
地である。本事業ではイリオモテヤマネコの保護や西表島の自然環境保護の重要性を地域住民、観光客へ広く
普及啓発する活動を行う。

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ４－⑥ イリオモテヤマネコ保護啓発事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－１－（４）－ア

沖縄の文化の源流を
確認できる環境づくり

担当部課名



○委託業者は指名競争入札で選定しており、妥当であったと
考えている。
○予算規模は適正であったと考える。
○事業完了時に事業目的に即した成果を確認しており、使
途は適切であったと考える。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

10,624 10,624 8,498 2,126 0

今後の取り組み方針

　今回設置したイリオモテヤマネコの銅像は、今後多くの観光客が写真撮影等で訪れるスポットとなる事が期待されるが、これが単なるモニュメントにならないよ
う、この銅像をイリオモテヤマネコ保護や西表島の自然環境保護の普及啓事業に活用していきたい。
　この銅像の完成後、竹富町が制定した5月15日の「イリオモテヤマネコの日」に除幕式を開催し、マスコミを通して県内に広くアピールしたが、今後も自然保護に
関係する様々な活動を展開していきたい。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　イリオモテヤマネコ銅像の設置場所については、西表島の大自然が背景と
なる箇所を選定した。
　イリオモテヤマネコ銅像の制作にあたっては、イリオモテヤマネコ銅像デザ
イン選定委員会を開いてデザインを決定した。
　説明版の内容については、西表西部の説明版にはイリオモテヤマネコに関
する情報、西表東部の説明版には西表石垣国立公園に関する情報を載せ
ている。

　今回整備した銅像と説明版は、バスやレンタカーを駐車場に止め、車両か
ら降りて見てもらう必要があるが、多くの車両が通過せずに見てもらうために
は、この銅像を活用したイリオモテヤマネコ保護の普及啓発活動を行うととも
に、その活動を広くPRしていく必要がある。

竹富町 
10,624千円 

イリオモテヤマネコ銅像・説明版の
制作及び設置 

株式会社 ブレーン沖縄 
10,624千円 

委託料 
10,624千円 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

　今回の調査によって町内の島々に生息するヤシガニの生態、数量、サイズ、生息環境に関する資料をまとめることができた。この調査
成果により、今後、ヤシガニを保護するために必要な条例の制定に向け、捕獲を制限すべき時期やサイズ、保護区域を絞りこむことがで
きた。
　生態調査と並行して地域住民へのヒアリングを実施し、実際にヤシガニがどのように利用されているかを確認した。
　当初は年度内での条例制定を目指していたが、条例を有効に運用するためには条例によってヤシガニを保護する意義を住民に広く理
解していただく必要があり、そのための住民との意見交換会等を実施する期間を考慮し、条例制定は平成29年度で行うものとした。

実　績

条例未制定

【参考指標】
目　標

目標値
（　年度）

ヤシガニ保護条例（仮）の制定

目　標 条例制定

実　績

達
成
状
況
説
明

　ヤシガニの生息状況の現地調査は、竹富町内に属する８つの有人島の海岸及び海浜部で、9月から11月の間に月1回、計3
回実施した。調査方法は、予め設定したルートに誘引餌を置き、ヤシガニが活発に活動する日没後に確認するという方法で、
今回の調査全体で793個体のヤシガニを確認している。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）
28年度 29年度 30年度

目　標

実　績

目　標 調査実施

実　績 調査実施

予算の状況の説明 　委託業者からの見積もり徴収の結果、入札残を減額し、適切な予算執行に努めた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

28年度 29年度 30年度 31年度

ヤシガニ生息実態調査等業務の実施

執行率（％）(B/A) 99.9%

次年度繰越額 -

うち交付金充当額 15,984

B．執行済額 19,980

A．計(b+d) 20,006

(d)繰越額 －

(c)増減額(b-a) ▲ 299

(b)予算現額 20,006

(a)当初予算額 20,305

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　28年度 　29年度 　30年度 　31年度 　32年度

予
算
の
状
況

農林水産課
事業実施

（予定）年度 平成２８年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-１-（６）

事業内容

　竹富町の貴重な水産資源であるヤシガニの持続的な活用と枯渇予防を目的とし、適正な資源管理体制の構築
のため、保護地区及び禁漁期間の設定に科学的知見を反映させるための現状個体数の把握及び生態環境調査
を実施する。

市町村名 竹富町

平成２８年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名 ４－⑦ ヤシガニ生息実態調査等事業 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－３－（７）－ア

おきなわブランドの確立と
生産供給体制の整備

担当部課名



○委託業務は、ヤシガニの生態に精通し、自然環境調査に
実績のある業者に随意契約で委託した。
○予算規模は適正であったと考える。
○事業完了時に事業目的に即した成果を確認しており、使
途は適切であったと考える。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目

○ 支出先の選定方法は妥当か。

19,980 19,980 15,984 3,996 0

今後の取り組み方針

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

　今回の調査成果や近隣市町村の条例を参考に、ヤシガニの捕獲を禁止する期間や大きさ等を定めた竹富町ヤシガニ保護条例（仮）の条文案を作成し、町内各
地で説明会を実施して、捕獲の禁止事項や伝統文化として捕獲が必要な場合の除外事項等について住民との意見交換を行い、住民の理解を十分に得たうえで
議会に上程し、条例制定を目指す。

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　竹富町内に実際に生息するヤシガニの数やサイズが把握できたことと、こ
れまでのヤシガニの生息に関する調査研究の成果から考え、竹富町におい
ても条例によってヤシガニの捕獲を規制する必要性は高いと考えられる。
　住民へのヒヤリングの結果、実際にヤシガニを捕獲している住民は少なく、
島外の者が捕獲して持ち出しているという情報もあったことから、条例制定を
い急ぐべきと考えられる。

　ヤシガニを保護するための条例の制定に向けては、ヤシガニの保護の必
要性や、その方法についての住民理解をさらに深めてもらう必要がある。今
回の調査成果を下敷きとした条例案を作成し、住民説明会を実施していきた
い。
　伝統行事の中でヤシガニを利用している地域もあったことから、条例案の
中に除外要件を検討する必要がある。
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